
        
参   考          
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 北海道原⼦⼒防災訓練の実施状況（昭和63 年度〜平成29 年度） 

年 度  
 項 ⽬ 

 
６３ 

 
元

 
２ 

訓 練 ⽬ 的 
 

原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 
 
 

総合訓練 
【国･道･地元４町村及び防災関係機関が中⼼となり、住⺠の協⼒のもと、事故発⽣から終息までの⼀連の経過
のなかで、各種訓練を有機的に機能させる、国の⽀援体制を含めた訓練】

訓練実施 ⽇ 昭和63 年10 ⽉15 ⽇（⼟） 平成元年11 ⽉9 ⽇（⽊） 平成2 年10 ⽉30 ⽇（⽕）

訓 練 時 間 9:00〜13:00 9:00〜13:35 9:15〜16:35

参 加 機 関 21 機 関 27 機 関 26 機 関 

参 加 ⼈ 員 
 
 

▽1,032 ⼈ 
  [防災業務関係者 561 ⼈] 
  [住 ⺠ 参 加 者 471 ⼈] 

▽1,347 ⼈ 
  [防災業務関係者 795 ⼈] 
 [住 ⺠ 参 加 者 552 ⼈]

▽1,330 ⼈ 
  [防災業務関係者 770 ⼈] 
 [住 ⺠ 参 加 者 560 ⼈]

事 故 想 定 （放射性物質の放出） ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 緊急時通信連絡訓練 
２ 災害対策本部等設置訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練   [測定 78 地点] 
４ 広報訓練 
   [道 4 回、町村 4 回] 
５ 退避等訓練 
  [参加住⺠] 
  □泊  村   99 ⼈※ 
  □共 和 町   256 ⼈ 
  □岩 内 町   70 ⼈ 
  □神恵内村   46 ⼈ 
    （※内56 ⼈広域避難） 
６ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所2 か所、16 ⼈措置] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 緊急時通信連絡訓練 
２ 災害対策本部等設置訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 60 地点] 
４ 広報訓練 
   [道 5 回、町村 4 回] 
５ 退避等訓練 
  [参加住⺠] 
   □泊    村   163 ⼈※ 
  □共 和 町   260 ⼈ 
  □岩 内 町   74 ⼈ 
  □神恵内村   55 ⼈※ 
   （※内85 ⼈広域避難） 
６ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所１か所、8 ⼈措置] 
   [患者搬送2 ⼈、除染2 ⼈] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 緊急時通信連絡訓練 
２ 災害対策本部等設置訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 71 地点] 
４ 広報訓練 
   [道 5 回、町村 4 回] 
５ 退避等訓練 
  [参加住⺠] 
  □泊  村   101 ⼈ 
   □共 和 町   217 ⼈ 
  □岩 内 町   170 ⼈ 
  □神恵内村   72 ⼈ 
６ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所１か所、8 ⼈措置] 
   [患者搬送1 ⼈、除染1 ⼈] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
防 護 対 策 
地       区 

▽想定⾵向 ⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び東北 
東、東、東南東の1〜5 ㎞ 

▽想定⾵向 南南東 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び北、
北北⻄、北⻄の1〜5 ㎞ 

▽想定⾵向 北北⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び南、 
南南東、南東の1〜6 ㎞ 
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年 度  
 項 ⽬ 

 
３ 

 
４

訓 練 ⽬ 的 
 

原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 
 
 
 

トータルトレーニング 
（全体訓練） 

【63、元、2 年度と同じ】 
 

テクニカルトレーニング（専⾨訓練） 
【防災業務関係者の防災技術の習熟を重んじ、地域の実情にあった、道、
関係町村及び各防災関係機関が単独⼜は複数が協⼒して実施する訓練】

訓練実施 ⽇ 平成3 年11 ⽉14 ⽇（⽊） 平成4 年9 ⽉18 ⽇（⾦） 平成5 年2 ⽉9 ⽇（⽕）

訓 練 時 間 9:10〜15:10 7:00〜11:10 9:10〜15:10

参 加 機 関 27 機 関 10 機 関 40 機 関 

参 加 ⼈ 員 
 
 
 
 

▽1,306 ⼈ (実⼈員 1,150 ⼈) 
  [防災業務関係者   827 ⼈] 
  [住⺠参加者    479 ⼈] 
          (実⼈員   323 ⼈) 
 

▽1,166 ⼈ (実⼈員   485 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,166 ⼈] 
          (実⼈員   485 ⼈) 
 

▽847 ⼈(実⼈員   780 ⼈) 
  [防災業務関係者   721 ⼈] 
          (実⼈員   681 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   153 ⼈] 
         (実⼈員    99 ⼈)

事 故 想 定 ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 緊急時通信連絡訓練 
２ 災害対策本部等設置訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 63 地点] 
４ 広報訓練 
   [道 5 回、町村 4 回] 
５ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難訓練 

   [参加住⺠] 
 □泊  村   277 ⼈ 

        (実⼈員 222 ⼈) 
  □神恵内村  202 ⼈ 
        (実⼈員 101 ⼈) 
    （内156 ⼈広域避難） 
(2)退避所開設準備 

  □共 和 町   10 か所 
  □岩 内 町   2 か所 
６ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所1 か所、8 ⼈措置] 
   [患者搬送1 ⼈] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 通信連絡訓練 
２ 災害対策本部等設置訓練 
３ 防災要員⾮常招集訓練 
４ 防災要員現地本部参集訓練 
５ 災害弱者数等把握訓練 
６ 防護資機材取扱訓練 
  （13:00〜15:00） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 緊急時通信連絡訓練 
２ 避難経路確認訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 70 地点] 
４ 広報訓練 
   [町村 4 回] 
５ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難訓練 

   [参加住⺠] 
   □岩 内 町  153 ⼈ 
        (実⼈員  99 ⼈) 
     （内54 ⼈広域避難） 
(2)退避所開設準備 

   □泊  村   2 か所 
  □共 和 町   4 か所 
   □神恵内村   4 か所 
６ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所1 か所、5 ⼈措置] 
   [患者搬送延べ3 ⼈、 
         除染2 ⼈] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
防 護 対 策 
地       区 

 
 

▽想定⾵向 南南東 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び北、 
北北⻄、北⻄の1〜5 ㎞ 
（泊村、神恵内村 中⼼） 
 

 
 
 
 

▽想定⾵向 北北⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び南、 
南南東、南東の1〜6 ㎞ 
（岩内町中⼼） 
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年 度  
 項 ⽬ 

 
５ 

 
６

訓 練 ⽬ 的 
 

原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 
 

トータルトレーニング 
（全体訓練） 

テクニカルトレーニング 
（専⾨訓練） 

訓練実施 ⽇ 平成5 年11 ⽉12 ⽇（⾦） 平成6 年7 ⽉26 ⽇（⽕） 平成6 年11 ⽉16 ⽇（⽔）

訓 練 時 間 9:05〜15:10 7:00〜11:30 9:10〜13:30

参 加 機 関 39 機 関 11 機 関 37 機 関 

参 加 ⼈ 員 
 
 
 
 

▽1,630 ⼈  実⼈員 1,092 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,332 ⼈] 
          (実⼈員   838 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   298 ⼈] 
          (実⼈員   254 ⼈)

▽1,002 ⼈ (実⼈員   582 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,002 ⼈] 
          (実⼈員   582 ⼈) 
 

▽870 ⼈ (実⼈員   749 ⼈) 
  [防災業務関係者   612 ⼈] 
          (実⼈員   549 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   258 ⼈] 
         (実⼈員   200 ⼈)

事 故 想 定 ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 緊急時通信連絡訓練 
２ 災害対策本部等設置訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 62 地点] 
４ 広報訓練 
   [道 5 回、町村 4 回] 
５ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難訓練 

  [参加住⺠] 
   □共 和 町   298 ⼈ 
        (実⼈員 254 ⼈) 
     （内44 ⼈広域避難） 
(2)退避所開設準備 

   □泊  村   4 か所 
   □岩 内 町   4 か所 
   □神恵内村    4 か所 
６ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所1 か所、5 ⼈措置] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 緊急時通信連絡訓練 
２ 防災要員⾮常招集訓練 
３ 防災要員現地本部参集訓練 
４ 災害対策(現地)本部員会議 
   等運営訓練 
５ 観光客数等把握訓練 
６ 災害弱者数等把握訓練 
７ 避難経路確認訓練 
８ 緊急輸送⾞両要請訓練 
９ 広報体制準備訓練 
10 防護資機材取扱訓練 
  （13:30〜15:10） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 緊急時通信連絡訓練 
２ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 63 地点] 
３ 広報訓練 
   [町村 3 回] 
４ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難訓練 

   [参加住⺠] 
   □泊  村  184 ⼈ 
        (実⼈員 163 ⼈) 
   □神恵内村    74 ⼈ 
        (実⼈員  37 ⼈) 
     （内58 ⼈広域避難） 
(2)退避所開設準備 

   □共 和 町  10 か所 
  □岩 内 町   3 か所 
５ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所1 か所、5 ⼈措置] 
   [患者搬送2 ⼈、除染2 ⼈] 
 

 
防 護 対 策 
地       区 

 
 

▽想定⾵向 ⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び東北 
東、東、東南東の1〜5 ㎞ 

（共和町 中⼼） 

 
 
 
 

▽想定⾵向 南南東 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び北、 
北北⻄、北⻄の1〜6 ㎞ 

（泊村、神恵内村 中⼼） 
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年 度  
 項 ⽬ 

 
７ 

 
８

 
９ 

訓 練 ⽬ 的 
 

原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 
 

トータルトレーニング 
（全体訓練） 

テクニカルトレーニング 
（専⾨訓練）

トータルトレーニング 
（全体訓練）

訓練実施 ⽇ 平成7 年10 ⽉31 ⽇（⽕） 平成8 年11 ⽉7 ⽇（⽊） 平成9 年10 ⽉27 ⽇（⽉）

訓 練 時 間 9:10〜15:45 7:00〜14:30 9:10〜15:10

参 加 機 関 39 機 関 38 機 関 41 機 関 

参 加 ⼈ 員 
 
 
 
 

▽1,059 ⼈ (実⼈員   815 ⼈) 
  [防災業務関係者   954 ⼈] 
          (実⼈員   760 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   105 ⼈] 
          (実⼈員    55 ⼈)

▽1,604 ⼈ (実⼈員 1,070 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,323 ⼈] 
          (実⼈員   789 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   281 ⼈] 
         (実⼈員   281 ⼈)

▽1,324 ⼈ (実⼈員 1,033 ⼈) 
  [防災業務関係者   998 ⼈] 
          (実⼈員   770 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   326 ⼈] 
         (実⼈員   263 ⼈)

事 故 想 定 ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 災害対策本部等設置訓練 
２ 緊急時通信連絡訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 60 地点] 
４ 広報訓練 
   [道 5 回、町村 4 回] 
５ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難訓練 

   [参加住⺠] 
   □岩 内 町   105 ⼈ 
        (実⼈員  55 ⼈) 
    （内50 ⼈広域避難） 
(2)退避所開設準備 

   □泊  村  4 か所 
   □共 和 町  8 か所 
   □神恵内村   4 か所 
６ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所1 か所、5 ⼈措置] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 災害対策本部等設置訓練 
 (1)防災要員⾮常招集訓練 
 (2)警戒本部･災害対策本部設置 

訓練 
２ 緊急時通信連絡訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 70 地点] 
４ 広報訓練 
(1)防災⾏政無線等による広報訓

練 
(2)緊急広報要請準備訓練 

５ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難訓練 

  [参加住⺠] 
   □共 和 町   281 ⼈ 
          (実⼈員 281 ⼈) 
(2)退避所等開設準備訓練 

   □泊  村  3 か所 
   □共 和 町  4 か所 
   □岩 内 町  1 か所 
   □神恵内村   4 か所 
(3)緊急輸送⾞両要請訓練 

６ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所1 か所、12 ⼈措置] 
７ 放射線防護資機材取扱訓練 
  [5 会場で実施、 
             参加⼈員198 ⼈] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 災害対策本部等設置訓練 
２ 緊急時通信連絡訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 70 地点] 
４ 広報訓練 
(1)防災⾏政無線等による広報訓 

練 
(2)緊急広報要請準備訓練 

５ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難訓練 

  [参加住⺠] 
   □泊  村   131 ⼈※ 
        (実⼈員 107 ⼈) 
   □共 和 町   122 ⼈ 
        (実⼈員 122 ⼈) 
   □神恵内村    68 ⼈※ 
        (実⼈員  34 ⼈) 
 (※内58 ⼈は積丹町へ広域避難）
(2)退避所等開設準備訓練 

  □共 和 町  4 か所 
  □岩 内 町  1 か所 
(3)災害弱者退避等確認訓練 

   □泊  村    22 ⼈ 
  □共 和 町     6 施設 
   □神恵内村    20 ⼈ 
(4)緊急輸送⾞両要請訓練 
(5)⽴⼊(交通)規制要請訓練 

６ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所1 か所、5 ⼈措置] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
防 護 対 策 
地       区 

 

▽想定⾵向 北 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び南南 
⻄、南、南南東の1〜6 ㎞ 

（岩内町 中⼼） 

▽想定⾵向 ⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び東北
東、東、東南東の1〜5 ㎞ 

（共和町 中⼼） 

▽想定⾵向 南南東 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び北 
⻄、北北⻄、北の1〜6 ㎞ 

（泊村、神恵内村 中⼼） 
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年 度  
 項 ⽬ 

 
１０ 

 
１１

 
１２ 

訓 練 ⽬ 的 
 

原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 
 

 テクニカルトレーニング 
（専⾨訓練） 

トータルトレーニング 
（全体訓練）

トータルトレーニング 
（全体訓練）

訓練実施 ⽇ 平成10 年11 ⽉5 ⽇（⽊） 平成12 年2 ⽉8 ⽇（⽕） 平成13 年2 ⽉8 ⽇（⽊）

訓 練 時 間 7:30〜15:00 8:50〜15:00 8:50〜14:00

参 加 機 関 33 機 関 48 機 関 43 機 関 

参 加 ⼈ 員 
 
 
 
 

▽1,500 ⼈ (実⼈員   991 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,289 ⼈] 
          (実⼈員   891 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   211 ⼈] 
          (実⼈員   100 ⼈)

▽1,686 ⼈ (実⼈員 1,310 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,216 ⼈] 
          (実⼈員 1,054 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   470 ⼈] 
         (実⼈員   256 ⼈)

▽1,579 ⼈ (実⼈員 1,197 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,229 ⼈] 
          (実⼈員 1,022 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   350 ⼈] 
         (実⼈員   175 ⼈)

事 故 想 定 ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故 ⼆次冷却系事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 災害対策本部等運営訓練 
(1)防災要員⾮常招集訓練 
(2)警戒本部･災害対策本部設置･ 

運営訓練 
(3)現地本部設営訓練 

２ 緊急時通信連絡訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 53 地点] 
４ 広報訓練 
(1)防災⾏政無線等による広報訓 

練 
(2)報道発表資料作成訓練 

５ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難訓練 

  [参加住⺠] 
   □共 和 町    59 ⼈ 
            (実  59 ⼈) 
   □岩 内 町    74 ⼈※ 
            (実  37 ⼈) 
  （※内37 ⼈は広域避難） 
(2)退避所等開設準備訓練 

     □泊  村  2 か所 
    □共 和 町  7 か所 
    □神恵内村   1 か所 
(3)⽴⼊(交通)制限及び避難誘導 

訓練 ほか 
６ 緊急時医療措置訓練 
  [救護所1 か所、39 ⼈措置] 
７ 住⺠⽣活保全訓練 
  [退避住⺠に⾷料等を供給] 
８ 防護資機材取扱訓練 
  [5 会場で実施、 
             参加⼈員195 ⼈] 
９ その他 
  住⺠による訓練⾒学(4 ⼈) 
 
 
 

１ 災害対策本部等設置訓練 
(1)警戒本部･災害対策本部設置･

運営訓練 
(2)現地本部設営訓練 

２ 緊急時通信連絡訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 54 地点] 
４ 広報訓練 
(1)防災⾏政無線等による広報訓

練 
(2)報道発表資料作成訓練 

５ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難訓練 

  [参加住⺠] 
   □泊  村    34 ⼈ 
            (実  34 ⼈) 
   □共 和 町   222 ⼈ 
            (実 222 ⼈) 
(2)退避所等開設準備訓練 

   □泊  村  1 か所 
   □岩 内 町  2 か所 
   □神恵内村   1 か所 
(3)退避等もれ住⺠確認 

  □泊村･共和町 
(4)災害弱者搬送 

  □泊村･共和町 
(5)⽴⼊(交通)制限及び避難誘導

訓練 ほか 
６ 緊急時医療措置訓練 
   [救護所2 か所、124 ⼈措置] 
７ 住⺠⽣活保全訓練 
   [退避住⺠に物資等を供給] 
８ その他 
(1)防護服着⽤者の拡⼤ 
(2)防護服着⽤者の汚染確認 

 
 
 

１ 災害対策本部等設置訓練 
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練 
(1)各機関による要員の派遣 
(2)合同対策協議会の運営 

３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練  [測定 78 地点] 
５ 広報訓練 
(1)防災⾏政無線等による広報訓 

練 
(2)報道発表資料作成訓練 

６ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難訓練 

  [参加住⺠] 
   □泊  村    91 ⼈ 
            (実  91 ⼈) 
   □神恵内村    84 ⼈ 
            (実  84 ⼈) 
(2)退避所等開設準備訓練 

   □泊  村  1 か所 
   □共 和 町 10 か所 
   □岩 内 町   1 か所 
   □神恵内村   1 か所 
(3)住⺠退避等の確認訓練 

  □泊村･神恵内村 
(4)災害弱者搬送訓練 

   □泊村･共和町･神恵内村 
(5)⽴⼊(交通)制限及び避難誘導 

訓練など 
７ 緊急時医療活動訓練 
   [救護所2 か所、122 ⼈措置] 
８ 住⺠⽣活保全訓練 
   [退避住⺠に物資等を供給] 
９ ⾃衛隊災害派遣運⽤訓練 
   [避難住⺠の搬送、化学防護⾞ 

などの配置] 
10 その他 
(1)防護服着⽤者の汚染確認 
(2)住⺠による訓練⾒学(9 ⼈) 
 

 
防 護 対 策 
地       区 

▽想定⾵向 北 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び南南 
⻄、南、南南東の1〜6 ㎞ 

（岩内町 中⼼） 

▽想定⾵向 ⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び東北
東、東、東南東の1〜5 ㎞ 

（共和町中⼼） 

▽想定⾵向 南南東 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び北、 
北北⻄、北⻄の1〜5 ㎞ 

（泊村、神恵内村 中⼼） 

※H11.9.30 
  ＪＣＯ事故 

→ オフサイトセンター
設置
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年 度  
 項 ⽬ 

 
１３ 

 
１４

 
１５ 

訓 練 ⽬ 的 
 

原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 
 

トータルトレーニング 
（全体訓練）※国との合同訓練

トータルトレーニング 
（全体訓練）

トータルトレーニング 
（全体訓練）

訓練実施 ⽇ 平成13 年10 ⽉27 ⽇（⼟） 平成14 年10 ⽉25 ⽇（⾦） 平成15 年10 ⽉24 ⽇（⾦）

訓 練 時 間 8:30〜15:30 9:00〜14:30 9:00〜15:00

参 加 機 関 39 機 関* 51 機 関 56 機 関 

参 加 ⼈ 員 
 
 
 
 

▽1,983 ⼈*(実⼈員 1,404 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,686 ⼈] 
          (実⼈員 1,305 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   297 ⼈] 
          (実⼈員    99 ⼈)

▽1,520 ⼈ (実⼈員 1,229 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,272 ⼈] 
          (実⼈員 1,033 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   248 ⼈] 
         (実⼈員   196 ⼈)

▽2,161 ⼈ (実⼈員 1,424 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,320 ⼈] 
          (実⼈員  993 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   841 ⼈] 
         (実⼈員   431 ⼈)

事 故 想 定 ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故 交流電源喪失事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 災害対策本部等設置訓練  
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練 
(1)各機関による要員の派遣 
(2)オフサイトセンターの運営 

３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定91 地点･5 ﾙｰﾄ] 
５ 広報訓練 
(1)住⺠広報 
(2)報道発表（記者会⾒） 

６ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難 

  [参加住⺠] 
   □泊 村 22 ⼈(実22 ⼈)  
   □共和町 77 ⼈(実77 ⼈)  
(2)退避所等開設(準備)     

   □泊  村 2 箇所 
   □共 和 町 1(10)箇所  
  □岩 内 町   (1)箇所   
   □神恵内村   (1)箇所   
(3)住⺠退避等の確認訓練      

□泊村･共和町 
(4)災害弱者搬送訓練 

   □泊村･共和町 
(5)⽴⼊(交通)規制 
(6)化学防護⾞、除せん施設等の 

展⽰及び避難誘導ほか 
７ 緊急時医療活動訓練 
(1)救護所設置、措置 

   [2 箇所、99 ⼈措置] 
(2)ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 

８ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の要請･輸送 
(2)特設電話の設置 

９ その他 
(1)防護服着⽤及び汚染確認 
(2)住⺠による訓練⾒学(7 ⼈) 

＊13 年度は国との合同訓練のた 
め道内機関のみ計上 

１ 災害対策本部等設置訓練 
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ
(2)現地事故対策連絡会議の開催
(3)原⼦⼒災害合同対策協議会の

運営 
３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定96 地点･5 ﾙｰﾄ] 
５ 広報訓練 
(1)住⺠広報 
(2)報道発表（記者会⾒） 

６ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難 

  [参加住⺠] 
   □共和町  67 ⼈(実 67 ⼈) 
   □岩内町 129 ⼈(実129 ⼈) 
(2)退避所等開設(準備) 

   □泊  村    (2)箇所 
   □共 和 町   (14)箇所  
   □岩 内 町     1 箇所  
   □神恵内村    (1)箇所   
(3)住⺠退避等の確認訓練 

□岩内町 
(4)災害弱者搬送訓練 

   □泊村･共和町・岩内町 
(5)⽴⼊(交通)規制 

７ 緊急被ばく医療活動訓練 
(1)救護所設置、措置 

   [1 箇所、29 ⼈措置] 
(2)ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 
(4)化学防護⾞、除せん施設等の

展⽰ 
８ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の要請･輸送 
(2)特設電話の設置 

９ その他 
(1)防護服着⽤及び汚染確認 
(2)住⺠による訓練⾒学(6 ⼈)

１ 災害対策本部等設置訓練 
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練                
(1)オフサイトセンターの⽴上げ 
(2)現地事故対策連絡会議の開催 
(3)原⼦⼒災害合同対策協議会の運

営 
３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定96 地点･1 ﾙｰﾄ]  
５ 広報訓練 
(1)住⺠広報 
(2)報道発表（記者会⾒） 

６ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難 

  [参加住⺠] 
  □泊 村 158 ⼈(実158 ⼈) 
   □共和町 145 ⼈(実145 ⼈) 
   □神恵内村 128 ⼈(実128 ⼈) 
(2)退避所等開設(準備) 

   □泊  村    (3)箇所 
   □共 和 町   (12)箇所  
   □岩 内 町    18 箇所  
   □神恵内村    (1)箇所   
(3)住⺠退避等の確認訓練 

□神恵内村 
(4)災害弱者搬送訓練 

   □泊村 
(5)⽴⼊(交通)規制 

７ 緊急被ばく医療活動訓練 
(1)救護所設置、措置 

   [2 箇所、129 ⼈措置] 
(2)ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 
(4)除染施設の設置･運営 

８ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の要請･輸送 
(2)臨時公衆電話の設置 

９ その他 
(1)防護服着⽤及び汚染確認 
(2)住⺠による訓練⾒学(1 ⼈)

 
防 護 対 策 
地       区 

▽想定⾵向 ⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び東北 
東、東、東南東の1〜6 ㎞ 

（泊村堀株地区、共和町） 

▽想定⾵向 北北⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び南、
南南東、南東の1〜6 ㎞ 

（岩内町 中⼼） 

▽想定⾵向 南南東 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び北 
⻄、北北⻄、北の1〜6 ㎞ 

（泊村 渋井地区ほか） 
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年 度  
 項 ⽬ 

 
１６ 

 
１７

 
１８ 

訓 練 ⽬ 的 
 

原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 
 

トータルトレーニング 
（全体訓練） 

トータルトレーニング 
（全体訓練）

総合訓練 
 

訓練実施 ⽇ 平成16 年10 ⽉22 ⽇（⾦） 平成17 年10 ⽉21 ⽇（⾦） 平成18 年10 ⽉30 ⽇（⽉）

訓 練 時 間 9:00〜15:00 9:00〜15:40 9:00〜15:30

参 加 機 関 52 機 関 50 機 関 63 機 関 

参 加 ⼈ 員 
 
 
 
 

▽1,810 ⼈ (実⼈員 1,310 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,079 ⼈] 
          (実⼈員  895 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   731 ⼈] 
          (実⼈員   415 ⼈)

▽1,791 ⼈ (実⼈員 1,190 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,073 ⼈] 
          (実⼈員  830 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   673 ⼈] 
         (実⼈員   360 ⼈)

 ▽1,745 ⼈(実⼈員 1,366 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,183 ⼈] 
          (実⼈員 1,023 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   562 ⼈] 
         (実⼈員   343 ⼈)

事 故 想 定 ⼆次冷却系事故 ⼀次冷却系事故 外部電源喪失事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 災害対策本部等設置訓練 
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ 
(2)現地事故対策連絡会議の開催 
(3)原⼦⼒災害合同対策協議会の 

運営 
３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定95 地点･3 ﾙｰﾄ] 
５ 広報訓練 
(1)住⺠広報 
(2)報道発表（記者会⾒） 
(3)住⺠問い合わせ対応 

６ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難 

  [参加住⺠] 
   □共和町 144 ⼈(実144 ⼈) 
   □岩内町 587 ⼈(実271 ⼈) 
(2)退避所等開設等訓練 

   □泊 村    2 箇所 
   □共和町   13 箇所 
   □岩内町    9 箇所 
(3)住⺠退避等の確認訓練 

  □泊 村 
(4)災害弱者搬送訓練 

   □泊村・共和町・岩内町 
(5)⽴⼊(交通)規制 

７ 緊急被ばく医療活動訓練  
(1)救護所設置、措置 

   [１箇所、136 ⼈措置] 
(2)ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 
(4)除染施設の設置･運営 

８ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の要請･輸送 
(2)臨時公衆電話の設置 

９ その他 
(1)防護服着⽤及び汚染確認 
(2)住⺠による訓練⾒学(4 ⼈) 

 
 

１ 災害対策本部等設置訓練
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ
(2)現地事故対策連絡会議の開催
(3)原⼦⼒災害合同対策協議会の

運営 
３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定90 地点･3 ﾙｰﾄ] 
５ 広報訓練 
(1)住⺠広報 
(2)報道発表（記者会⾒） 
(3)住⺠問い合わせ対応 

６ 退避等訓練   
(1)住⺠退避･避難     

  [参加住⺠] 
  □泊 村 180 ⼈(実 60 ⼈) 
   □共和町 475 ⼈(実272 ⼈) 
   □神恵内村28 ⼈(実 28 ⼈) 
(2)退避所等開設等訓練      

   □泊 村    3 箇所 
   □共和町   14 箇所  
   □岩内町    9 箇所 
   □神恵内村  1 箇所 
(3)住⺠退避等の確認訓練 

□泊 村 
(4)災害弱者搬送訓練 

   □泊村･共和町･神恵内村 
(5)⽴⼊(交通)規制 

７ 緊急被ばく医療活動訓練 
(1)救護所設置、措置 

   [２箇所、98 ⼈措置] 
(2)ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 
(4)除染施設の設置･運営 

８ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の要請･輸送 
(2)臨時公衆電話の設置 

９ その他 
(1)防護服着⽤及び汚染確認 
(2)住⺠による訓練⾒学(4 ⼈) 

１ 災害対策本部等設置訓練
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ 
(2)現地事故対策連絡会議の開催 
(3)原⼦⼒災害合同対策協議会の 

運営 
３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定91 地点･1 ﾙｰﾄ] 
５ 広報訓練 
(1)住⺠広報 
(2)報道発表（記者会⾒） 

６ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難 

  [参加住⺠] 
   □泊村 228 ⼈(実104 ⼈) 
   □共和町 133 ⼈(実133 ⼈) 
   □岩内町 5 ⼈(実5 ⼈) 
   □神恵内村196 ⼈(実101 ⼈) 
(2)退避所等開設等訓練 

   □泊 村    3 箇所 
   □共和町   14 箇所 
   □岩内町    9 箇所 
   □神恵内村  1 箇所 
(3)住⺠退避等の確認訓練 

  □泊村 
(4)災害弱者搬送訓練 

   □泊村･神恵内村 
(5)⽴⼊(交通)規制 

７ 緊急被ばく医療活動訓練 
(1)救護所設置、措置 

   [２箇所、73 ⼈措置] 
(2)ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 
(4)除染施設の設置･運営 

８ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の要請･輸送 
(2)避難ブースの設置等 

９ その他 
(1)原⼦⼒防災パネル等展⽰ 
(2)原⼦⼒防災研修会開催等 

 
防 護 対 策 
地       区 

▽想定⾵向 北北⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び南、 
南南東、南東の1〜6 ㎞ 

（岩内町 中⼼） 

▽想定⾵向 ⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び東北
東、東、東南東の1〜6 ㎞ 

（泊村、共和町） 

▽想定⾵向 南南東 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び北 
⻄、北北⻄、北の1〜6 ㎞ 

（泊村 渋井地区ほか） 
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年 度  
 項 ⽬ 

 
１９ 

 
２０

 
２１ 

訓 練 ⽬ 的 
 

原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 総合訓練 総合訓練 総合訓練 

訓練実施 ⽇ 平成19 年10 ⽉30 ⽇（⽕） 平成21 年2 ⽉10 ⽇（⽕） 平成21 年10 ⽉29 ⽇（⽊）

訓 練 時 間 8:45〜15:30 8:45〜15:30 8︓45〜16︓00

参 加 機 関 86 機 関 93 機関 90 機関 

参 加 ⼈ 員 
 
 
 
 

▽1,674 ⼈ (実⼈員 1,475 ⼈) 
  [防災業務関係者 1,230 ⼈] 
          (実⼈員 1,074 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   444 ⼈] 
          (実⼈員   401 ⼈)

▽1,971 ⼈（実⼈員 1,671 ⼈） 
  [防災業務関係者 1,274 ⼈] 
          (実⼈員 1,064 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   697 ⼈] 
         (実⼈員   607 ⼈)

▽1,823 ⼈（実⼈員 1,524 ⼈） 
  [防災業務関係者 1,362 ⼈] 
          (実⼈員 1,104 ⼈) 
  [住 ⺠ 参 加 者   461 ⼈] 
         (実⼈員   420 ⼈)

事 故 想 定 ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故 外部電源喪失事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 災害対策本部等設置訓練  
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ 
(2)現地事故対策連絡会議の開催 
(3)原⼦⼒災害合同対策協議会の 

運営 
(4)防護対策の事前検討 

３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定91 地点･1 ﾙｰﾄ] 
５ 広報訓練 
(1)住⺠広報 
(2)報道発表（記者会⾒） 

６ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難 

  [参加住⺠] 
   □泊村 89 ⼈(実85 ⼈) 
   □共和町 209 ⼈(実203 ⼈) 
   □岩内町 124 ⼈(実93 ⼈) 
   □神恵内村 20 ⼈(実20 ⼈) 
(2)退避所等開設等訓練 

   □泊 村    3 箇所 
   □共和町    8 箇所 
   □岩内町   10 箇所 
   □神恵内村  1 箇所 
(3)災害時要援護者搬送訓練 

   共和町・岩内町・神恵内村 
(4)⽴⼊(交通)規制 

７ 緊急被ばく医療活動訓練 
(1)救護所設置、措置 

   [１箇所、93 ⼈措置] 
(2)ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 
(4)除染施設の設置･運営 

８ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の要請･輸送 
(2)避難所に災害情報配付 等 

９ その他 
(1)原⼦⼒防災パネル等展⽰ 
(2)原⼦⼒防災研修会開催 等 

 

１ 災害対策本部等設置訓練  
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ
(2)現地事故対策連絡会議の開催
(3)原⼦⼒災害合同対策協議会の

運営 
(4)防護対策の事前準備活動 

３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定91 地点･1 ﾙｰﾄ] 
５ 広報訓練 
(1)住⺠広報 
(2)報道発表（記者会⾒） 

６ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難 

  [参加住⺠] 
   □泊村 98 ⼈(実98 ⼈) 
   □共和町 203 ⼈(実197 ⼈) 
   □岩内町 194 ⼈(実191 ⼈) 
   □神恵内村 36 ⼈(実35 ⼈) 
(2)退避所等開設等訓練 

   □泊 村    2 箇所 
   □共和町   11 箇所 
   □岩内町   10 箇所 
   □神恵内村  1 箇所 
(3)災害時要援護者搬送訓練 

   共和町・神恵内村 
(4)⽴⼊(交通)規制 

７ 緊急被ばく医療活動訓練 
(1)救護所設置、措置 

   [2 箇所、80 ⼈措置] 
(2)ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 
(4)除染施設の設置･運営 

８ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の要請･輸送 
(2)避難所に災害情報配付 等 

９ その他 
(1)原⼦⼒防災パネル等展⽰ 
(2)原⼦⼒防災研修会開催 等 

１ 災害対策本部等設置訓練  
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練 
(1)10 条通報を受け参集要請 
(2)現地事故対策連絡会議の開催 
(3)原⼦⼒災害合同対策協議会の 

運営 
(4)防護対策の事前準備活動 
(5)OFC 被ばく管理訓練 

３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定87 地点･1 ﾙｰﾄ] 
５ 広報訓練 
(1)住⺠広報 
(2)報道発表（記者会⾒） 

６ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難 

  [参加住⺠] 
   □泊村 100 ⼈(実100 ⼈) 
   □共和町 10 ⼈(実10 ⼈) 
   □岩内町 237 ⼈(実237 ⼈) 
   □神恵内村 36 ⼈(実36 ⼈) 
(2)退避所等開設等訓練 

   □泊 村    3 箇所 
   □共和町   11 箇所 
   □岩内町    6 箇所 
   □神恵内村  1 箇所 
(3)災害時要援護者搬送訓練 

   泊村、共和町・神恵内村 
(4)⽴⼊(交通)規制 

７ 緊急被ばく医療活動訓練 
(1)救護所設置、措置 

   [1 箇所、41 ⼈措置] 
(2)安定ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 
(4)除染施設の設置･運営 

８ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の要請･輸送 
(2)避難所に災害情報配付 等 

９ その他 
(1)原⼦⼒防災パネル等展⽰ 
(2)原⼦⼒防災研修会開催 等

 
防 護 対 策 
地       区 

 

▽想定⾵向 北北⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び南、 
南南東、南東の1〜6 ㎞ 

（泊村、共和町、岩内町） 

 ▽想定⾵向 ⻄ 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び東北
東、東、東南東の1〜6 ㎞ 

（泊村、共和町） 

▽想定⾵向 南南東  
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び北 
⻄、北北⻄、北の1〜6 ㎞ 

（泊村 渋井地区ほか） 
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年 度  
 項 ⽬ 

 
２２ 

 
２３

 
２４ 

訓 練 ⽬ 的 
 

原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 総合訓練 総合訓練 総合訓練 

訓練実施 ⽇ 平成22 年11 ⽉17 ⽇（⽔） 平成24 年2 ⽉13 ⽇（⽉） 平成24 年10 ⽉24 ⽇（⽔）

訓 練 時 間 6:30〜16:00 9:00〜15:00 8:30〜14:00

参 加 機 関 97 機 関 102 機 関 267 機関 

参 加 ⼈ 員 
 
 

▽2,312 ⼈  
 [防災業務関係者  990 ⼈] 
 [住 ⺠ 参 加 者 1,322 ⼈] 
 

▽977 ⼈  
  [防災業務関係者  977 ⼈] 
    

▽9,116 ⼈ 
  [防災業務関係者 2,236 ⼈] 
  [住 ⺠ 参 加 者 6,880 ⼈] 

事 故 想 定 ⼀次冷却系事故 ⼀次冷却系事故 冷却機能喪失事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 災害対策本部等設置訓練  
(1)原⼦⼒災害対策警戒本部・災 

害対策本部等設置運営訓練 
２ 緊急事態応急対策拠点施設運 

営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ 
(2)現地事故対策連絡会議の開催 
(3)原⼦⼒災害合同対策協議会の 

運営 
(4)OFC 被ばく管理訓練 

３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定92 地点･3 ﾙｰﾄ] 
５ 広報訓練 
(1)住⺠広報 
(2)報道発表（記者会⾒） 

６ 退避等訓練 
(1)住⺠退避･避難 

   [参加住⺠] 
   □泊   村 86 ⼈ 
     (うち、堀株地区１２名は、共和町へ広域避難) 
   □共 和 町 245 ⼈ 
   □岩 内 町 964 ⼈ 
   □神恵内村  27 ⼈ 
(2)退避所等開設等訓練 
(3)災害時要援護者搬送訓練 
(4)⽴⼊(交通)規制 

７ 緊急被ばく医療活動訓練 
(1)救護所設置、措置 

   [1 箇所、70 ⼈措置] 
(2)安定ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 
(4)除染施設の設置･運営 

８ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の搬送 
(2)避難所に臨時交番設置  等 

９ その他 
(1)原⼦⼒防災パネル等展⽰ 
(2)原⼦⼒防災研修会開催 等 

１ 災害対策本部等設置訓練 
(1)原⼦⼒災害対策警戒本部・災

害対策本部等設置運営訓練 
(2)道現地本部の移転 

２ 緊急事態応急対策拠点施設運 
営訓練 

(1)オフサイトセンターの⽴上げ
(2)現地事故対策連絡会議の開催
(3)原⼦⼒災害合同対策協議会の

運営 
(4)代替施設への移転 

３ 緊急時通信連絡訓練 
(1)原⼦⼒防災ネットワークなど

を活⽤した通信連絡訓練 
(2)衛星携帯電話による通信連 

絡、警察無線・消防無線を活
⽤した情報伝達訓練 

４ 緊急時環境放射線モニタリン 
グ訓練 [測定102 地点･6 ﾙｰﾄ]

５ 退避等訓練 
(1)道路除雪による避難道路の確

保 
６ その他 
  原⼦⼒防災パネル・モニタリン

グ機材等展⽰ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 災害対策本部等設置訓練  
(1)原⼦⼒災害対策本部等設置運 

営訓練 
２ 緊急時通信連絡訓練 
３ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練 [測定127 地点･2 ﾙｰﾄ] 
４ 広報訓練 
(1)緊急速報メールの配信 等 

５ 退避等訓練 
(1)住⺠避難、屋内退避 

   [参加住⺠] 
   □泊   村    253 ⼈ 
   □共 和 町    932 ⼈ 
   □岩 内 町  1,773 ⼈ 
   □神恵内村    117 ⼈ 
  □寿都町      181 ⼈ 
   □蘭越町      123 ⼈ 
  □ニセコ町     33 ⼈ 
  □倶知安町    725 ⼈ 
  □積丹町      261 ⼈ 
  □古平町      382 ⼈ 
  □仁⽊町      470 ⼈ 
  □余市町    1,477 ⼈ 
  □⾚井川村    153 ⼈ 
(2)退避所等開設等訓練 
(3)災害時要援護者搬送訓練 
(4)⽴⼊(交通)規制 

６ 緊急被ばく医療活動訓練 
(1)救護所設置、措置 

   [3 箇所、292 ⼈措置] 
(2)安定ヨウ素剤配布準備 
(3)負傷者搬送 
(4)除染施設の設置･運営 

７ 住⺠⽣活保全訓練 
(1)⽣活必需物資の搬送 等 

８ その他 
(1)原⼦⼒防災資機材等展⽰ 
(2)原⼦⼒防災研修会開催 等 

 
防 護 対 策 
地       区 

▽想定⾵向(北北⻄→⻄北⻄) 
発電所中⼼に全⽅位1 ㎞及び南、 
南南東、南東＋東南東、東の 
1〜6 ㎞（泊村、共和町、岩内町）

▽発電所から半径５ｋｍ(PAZ)の
全⽅位（想定） 
 （泊村、共和町、岩内町） 
 

▽発電所から半径 30km の全⽅位
（UPZ 圏内１３町村） 
［防護対策地区順次拡⼤］ 
  
 

※H23.3.11 
 福島第⼀原発事故 
→ 重点区域の拡⼤ 
（4 町村→13 町村）
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年 度  
 項 ⽬ 

 
２５ ２６

訓 練 ⽬ 的 原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 総合訓練 総合訓練 要素訓練（冬季・暴⾵雪）

訓練実施 ⽇ 平成25 年10 ⽉8 ⽇（⽉） 平成26 年10 ⽉24 ⽇（⾦） 平成27 年2 ⽉6 ⽇（⾦）

訓 練 時 間 8:30〜15:40 8:30〜15:40 9:00〜11:20

参 加 機 関 275 機関 352 機関 10 機関 

参 加 ⼈ 員 
 
 

▽10,036 ⼈ 
［防災業務関係者 2,287 ⼈］ 
［住 ⺠ 参 加 者 7,749 ⼈］

▽13,130 ⼈ 
［防災業務関係者  1,857 ⼈］
［住 ⺠ 参 加 者 11,273 ⼈］

▽130 ⼈ 
［防災業務関係者  97 ⼈］ 
［住 ⺠ 参 加 者  33 ⼈］

事 故 想 定 冷却機能喪失事故 冷却機能喪失事故 冷却機能喪失事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

１ 災害対策本部等設置運営訓練
 (1)原⼦⼒災害対策警戒本部・災 

害対策本部設置運営訓練 
２ 緊急事態応急対策拠点施設 

（代替OFC※）運営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ 

 (2)現地事故対策連絡会議の開催 
 (3)原⼦⼒災害合同対策協議会の 

運営 
３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練［測定195 地点･4 ﾙｰﾄ］
５ 広報訓練 
 (1)緊急速報メールの配信 
 (2)ラジオでの情報の提供 等 
６ 退避等訓練 
 (1)住⺠避難、屋内退避 
  [参加住⺠] 
 □泊村     235 ⼈ 
 □共和町    876 ⼈ 
 □岩内町    956 ⼈ 
 □神恵内村    87 ⼈ 
 □寿都町    164 ⼈ 
 □蘭越町    553 ⼈ 
 □ニセコ町   436 ⼈ 
 □倶知安町  1,753 ⼈ 
 □積丹町    104 ⼈ 
 □古平町    410 ⼈ 
 □仁⽊町    838 ⼈ 
 □余市町    1,217 ⼈ 
 □⾚井川村   120 ⼈ 
 (2)災害時要援護者搬送訓練 
 (3)交通規制 
 (4)渋滞を想定した休憩場所及び 

⾷料・情報の提供 
７ 緊急被ばく医療活動訓練 
 (1)救護所設置、措置 
  [1 箇所、379 ⼈措置] 
 (2)負傷者搬送 
 (3)除染施設の設置・運営 
８ 住⺠⽣活保全訓練 
 (1)⽣活必需物資の搬送 等 
９ その他 
 (1)原⼦⼒防災資機材等展⽰ 
 (2)原⼦⼒防災研修会開催 等 

１ 災害対策本部等設置運営訓練
 (1)原⼦⼒災害対策警戒本部・災

害対策本部設置運営訓練 
２ 緊急事態応急対策拠点施設 

（代替OFC※）運営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ

 (2)現地事故対策連絡会議の開催
 (3)原⼦⼒災害合同対策協議会の

運営 
３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練［測定 202 地点･2 ﾙｰﾄ］
５ 広報訓練 
 (1)緊急速報メール（⽇本語・英語）

の配信 
 (2)ＨＰ、ﾂｲｯﾀｰ等の活⽤ 等 
６ 退避等訓練 
 (1)住⺠避難、屋内退避 
  [参加住⺠] 
 □泊村     222 ⼈ 
 □共和町    796 ⼈ 
 □岩内町   1,806 ⼈ 
 □神恵内村   266 ⼈ 
 □寿都町         77 ⼈ 
 □蘭越町    807 ⼈ 
 □ニセコ町   789 ⼈ 
 □倶知安町  2,981 ⼈ 
 □積丹町    249 ⼈ 
 □古平町    636 ⼈ 
 □仁⽊町   1,184 ⼈ 
 □余市町   1,298 ⼈ 
 □⾚井川村    162 ⼈ 
(2)学校・社会福祉施設等に対する

避難指⽰等の伝達 
(3)⼀時滞在場所設置・運営 
(4)渋滞を想定した迂回路誘導や

交通整理、休憩場所の提供 
７ 緊急被ばく医療活動訓練 
 (1)救護所設置、措置 
  [２箇所、312 ⼈措置] 
 (2)負傷者搬送 
 (3)避難⾞両のｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ・除染 
８ 住⺠⽣活保全訓練 
 (1)⽣活必需物資の搬送 等 
９ その他 
(1)原⼦⼒防災研修会開催 等

１ 災害対策本部等設置運営訓練 
 (1)災害対策本部設置運営訓練 
２ 緊急時通信連絡訓練 
(1)事故情報の伝達 
(2)道によるオフサイトセンター機

能の代⾏ 
３ 広報訓練 
  防災⾏政無線等による住⺠広報
４住⺠避難訓練 
(1)バス避難集合場所の除雪・開設
(2)バス避難の実施［住⺠32 ⼈］
(3)安定ヨウ素剤（模擬）の緊急配

布・服⽤ 
(4)⼤雪で孤⽴した住宅からの住⺠

（要配慮者）の救出［住⺠1 ⼈］
５ その他 
(1)共和町と⾃衛隊による住⺠救助

の対策協議（図上演習） 
 

 
防 護 対 策 
地       区 

 

▽発電所から半径5 ㎞（PAZ:泊 
村、共和町）EAL による避難。 
半径5 ㎞〜30 ㎞(UPZ 北⽅向: 
神恵内村、積丹町、古平町、余市
町)OIL による⼀時移転。 
［防護対策区域順次拡⼤］ 

▽発電所から半径5 ㎞（PAZ:泊 
村、共和町）EAL による避難。 
半径5 ㎞〜30 ㎞(UPZ 東⽅向: 
共和町、倶知安町、仁⽊町、⾚井川
村)OIL による⼀時移転。 
［防護対策区域順次拡⼤］ 

▽発電所から半径5 ㎞（PAZ:泊 
村、共和町）EAL による避難。 
 

※代替OFC を後志総合振興局に開設 
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年 度  
 項 ⽬ ２７

 
２８ 

訓 練 ⽬ 的 原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 総合訓練 要素訓練（冬季・暴⾵雪） 総合訓練［国との合同訓練］

訓練実施 ⽇ 平成27 年10 ⽉21 ⽇（⽔） 平成28 年2 ⽉5 ⽇（⾦） 平成28年11 ⽉13 ⽇（⽇）/14 ⽇（⽉）

訓 練 時 間 8:30〜15:40 9:00〜12:00 8:30〜17:00/９:00〜16:00

参 加 機 関 378 機関 24 機関 364 機関 

参 加 ⼈ 員 
 
 

▽14,004 ⼈ 
［防災業務関係者  2,460 ⼈］  
［住 ⺠ 参 加 者 11,544 ⼈］

▽231 ⼈ 
［防災業務関係者  231 ⼈］ 

▽18,278 ⼈  
［防災業務関係者  5,523 ⼈］ 
［住 ⺠ 参 加 者 12,755 ⼈］

事 故 想 定 冷却機能喪失事故 冷却機能喪失事故 冷却機能喪失事故

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

１ 災害対策本部等設置運営訓練
 (1)原⼦⼒災害対策警戒本部・災 

害対策本部設置運営訓練 
２ 緊急事態応急対策拠点施設 

（OFC）運営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ 

 (2)現地事故対策連絡会議の開催 
 (3)原⼦⼒災害合同対策協議会の 

運営 
３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練［測定 219 地点･2 ﾙｰﾄ］
５ 広報訓練 
 (1)緊急速報メール（⽇本語・英語）

の配信 
 (2)ＨＰの活⽤ 等 
６ 住⺠避難訓練 
 (1)住⺠避難、屋内退避 
  [参加住⺠] 
   □泊村     225 ⼈ 
   □共和町    791 ⼈ 
   □岩内町   2,357 ⼈ 
   □神恵内村   262 ⼈ 
   □寿都町        596 ⼈ 
   □蘭越町   1,173 ⼈ 
   □ニセコ町   818 ⼈ 
   □倶知安町  1,388 ⼈ 
   □積丹町    196 ⼈ 
   □古平町    635 ⼈ 
   □仁⽊町   1,106 ⼈ 
   □余市町   1,844 ⼈ 
   □⾚井川村    153 ⼈ 
(2)学校・社会福祉施設、宿泊施設

等に対する避難指⽰等の伝達 
(3)⼀時滞在場所設置・運営 
(4)渋滞を想定した迂回路誘導や交

通整理、休憩場所の提供 
７ 緊急被ばく医療活動訓練 
 (1)避難退域時検査場所設置 
  [２箇所、⾞両28 台、住⺠105

⼈検査] 
 (2)負傷者搬送 
(3)安定ヨウ素剤の緊急配布 

８ 物資緊急輸送訓練 
 (1)⽣活必需物資の供給  
９ その他 
 (1)原⼦⼒防災研修会開催 等

１ 災害対策本部等設置運営訓練 
 (1)災害対策本部設置運営訓練 
２ 緊急時通信連絡訓練 
(1)事故情報の伝達 
(2)道によるオフサイトセンター

機能の代⾏ 
３ 広報訓練 
  防災⾏政無線による住⺠広報 
４住⺠避難訓練 
(1)バス避難集合場所の開設 
(2)⼤雪で孤⽴した住宅からの住

⺠（要配慮者）の救出 
(3)避難道路等の除雪 

５ 緊急被ばく医療活動訓練 
(1)⼀時滞在者への安定ヨウ素剤
（模擬）の緊急配布 

６ その他 
(1)泊村、⾃衛隊、地元消防による

住⺠救助の対策協議（図上演
習） 

(2)共和町による安定ヨウ素剤の
緊急配布体制の確認（図上演
習） 

(3)冬季におけるオフサイトセン
ターへの要員参集 

１ 災害対策本部等設置運営訓練
 (1)原⼦⼒災害対策警戒本部・災 

害対策本部設置運営訓練 
２ 緊急事態応急対策拠点施（OFC）

運営訓練 
(1)オフサイトセンターの⽴上げ 

 (2)現地事故対策連絡会議の開催 
 (3)原⼦⼒災害合同対策協議会の運

営 
３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練［測定195 地点･3 ﾙｰﾄ］
５ 広報訓練 
 (1)緊急速報メール(⽇本語･英語)

の配信 
 (2)HP の活⽤ 等 
６ 住⺠避難訓練 
 (1)住⺠避難、屋内退避 
    [参加住⺠] 
    □泊村     351 ⼈ 
    □共和町    840 ⼈ 
    □岩内町   2,099 ⼈ 
    □神恵内村   262 ⼈ 
    □寿都町    353 ⼈ 
    □蘭越町   1,048 ⼈ 
    □ニセコ町   768 ⼈ 
    □倶知安町  2,640 ⼈ 
    □積丹町    194 ⼈ 
    □古平町    684 ⼈ 
    □仁⽊町   1,310 ⼈ 
    □余市町    2,045 ⼈ 
    □⾚井川村   161 ⼈ 
 (2)外国⼈観光客を想定し多⾔語に

よる誘導･避難 
 (3)⼀時滞在場所設置･運営 
 (4)渋滞を想定した迂回路誘導や交

通整理 
７ 原⼦⼒災害医療活動訓練 
 (1)避難退域時検査場所設置 
  [2 箇所︓⾞両16 台、住⺠65 ⼈

検査] 
 (2)負傷者搬送 
 (3)安定ヨウ素剤の緊急配布 
８ 物資緊急輸送訓練 
 (1)⽣活必需物資の供給 
９ その他 
(1)原⼦⼒防災研修会開催 等

 
防 護 対 策 
地       区 

 

▽発電所から半径5 ㎞（PAZ:泊 
村、共和町）EAL による避難。 
半径5 ㎞〜30 ㎞(UPZ 南⽅向: 
岩内町、寿都町、蘭越町、ニセコ
町)OIL による⼀時移転。 
［防護対策区域順次拡⼤］ 

▽発電所から半径5 ㎞（PAZ:泊 
村、共和町）EAL による避難。 
 

▽発電所から半径5 ㎞（PAZ:泊村、
共和町）EAL による避難。 
半径5 ㎞〜30 ㎞(UPZ:岩内町、神恵
内村、積丹町、古平町)OIL による⼀
時移転。 
［防護対策区域順次拡⼤］

 
※福島第⼀原発事故を踏まえ、オフサイトセンターを移転整備（平成27 年8 ⽉3 ⽇供⽤開始）
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年 度  
 項 ⽬ 

 
２８ ２９

 
 

訓 練 ⽬ 的 原⼦⼒防災に関する防災体制の確⽴と防災業務関係者の防災技術の向上を図り、併せて防災意識の⾼揚を図る。

訓 練 態 様 要素訓練（冬季・暴⾵雪） 総合訓練  

訓練実施 ⽇ 平成29 年2 ⽉4 ⽇（⼟） 平成30 年2 ⽉5 ⽇（⽉）/8 ⽇（⽊）

訓 練 時 間 9:00〜15:40 9:00〜15:30/8:40〜15:00  

参 加 機 関 30 機関 386 機関  

参 加 ⼈ 員 
 
 

▽461 ⼈ 
［防災業務関係者  403 ⼈］  
［住 ⺠ 参 加 者   58 ⼈］

▽11,744 ⼈  
［防災業務関係者  3,488 ⼈］
［住 ⺠ 参 加 者 8,256 ⼈］

 

事 故 想 定 冷却機能喪失事故 冷却機能喪失事故  

訓 練 項 ⽬ 
(訓練内容) 

１ 緊急事態応急対策拠点施（OFC）
運営訓練 

(1)臨時ＯＦＣの開設（道庁危機管
理センター） 

(2)臨時ＯＦＣから北海道原⼦⼒防
災センター(OFC)への移転 

(3)ＴＶ会議システムを活⽤した情
報共有や意思決定 

２ 緊急時モニタリングセンター
（ＥＭＣ）運営訓練 

(1)臨時ＥＭＣの開設（原⼦⼒環境
センター札幌分室）やＯＦＣへ
の移転 

３ 住⺠避難訓練 
(1)ＰＡＺ内施設敷地緊急事態要避

難者の救出［住⺠1 ⼈］ 
(2)ＰＡＺ内住⺠の避難［住⺠ 52

⼈］ 
４ 安定ヨウ素剤の緊急⼾別配布訓

練［住⺠5 ⼈］ 
５ ヘリコプターによる物資緊急輸

送訓練 
(1)陸上⾃衛隊ヘリコプターによる

可搬型携帯電話基地局の空輸 
(2)⼩樽建設協会による臨時ヘリポ

ート開設のための除雪 
 
※国の原⼦⼒総合防災訓練の⼀環 

として実施 

１ 災害対策本部等設置運営訓練 
２ 緊急事態応急対策拠点施（OFC）

運営訓練 
(1)現地事故対策連絡会議の開催

 (2)原⼦⼒災害合同対策協議会の
運営 

３ 緊急時通信連絡訓練 
４ 緊急時環境放射線モニタリン 

グ訓練［測定179 地点･3 ﾙｰﾄ］
５ 広報訓練 
 (1)緊急速報メール(⽇本語･英語)

の配信 等 
６ 住⺠避難訓練 
 (1)住⺠避難、屋内退避 
    [参加住⺠] 
    □泊村     158 ⼈ 
    □共和町    568 ⼈ 
    □岩内町     548 ⼈ 
    □神恵内村   340 ⼈ 
    □寿都町    534 ⼈ 
    □蘭越町     259 ⼈ 
    □ニセコ町   647 ⼈ 
    □倶知安町  2,449 ⼈ 
    □積丹町    201 ⼈ 
    □古平町    515 ⼈ 
    □仁⽊町      89 ⼈ 
    □余市町    1,735 ⼈ 
    □⾚井川村   213 ⼈ 
 (2)外国⼈観光客を想定し多⾔語

による誘導･避難 
 (3)⼀時滞在場所設置･運営 
 (4)渋滞を想定した迂回路誘導や

交通整理 
(5)⾃宅での屋内退避が困難な場

合を想定した屋内退避・避難
７ 原⼦⼒災害医療活動訓練 
 (1)避難退域時検査場所設置 
  [2 箇所︓⾞両 24 台、住⺠ 53

⼈検査] 
 (2)被ばく傷病者の医療措置 
 (3)安定ヨウ素剤の緊急配布 
８ 物資緊急輸送訓練 
 (1)⽣活必需物資の供給 
９ その他 
 (1)原⼦⼒防災研修会開催 等 

 
防 護 対 策 
地       区 

 

▽発電所から半径5 ㎞（PAZ:泊 
村、共和町）EAL による避難。 
 

▽発電所から半径5 ㎞（PAZ:泊村、
共和町）EAL による避難。 
半径5 ㎞〜30 ㎞(UPZ:岩内町、寿
都町、蘭越町)OIL による⼀時移転。
［防護対策区域順次拡⼤］ 

 

 



１　調査目的

２　調査対象
避難訓練参加者（ただし、保育所・小学生・中学生を除く）

40 名

31 名

岩内町 31 名

寿都町 28 名

蘭越町 11 名

倶知安町 43 名

仁木町 20 名

余市町 29 名

計 233 名

３　調査実施方法
アンケート用紙を配布

４　住民の属性

５　調査結果

＜設問内容＞

問１． あなたのお住まいの地域は、ＰＡＺ、ＵＰＺのどの区分に該当するのか知っていましたか？

①　知っていた

②　知らなかった

避難に際しての住民意識に関することを調査し、避難等に関する施策の基礎資料を得る

　避難訓練参加者アンケート調査

　避難訓練参加者アンケート調査の結果

泊村　   

共和町

～10代

1.3%

20代

5.6%

30代

6.0%

40代8.2%

50代

12.0%

60代

18.9%

70代

30.9%

80代以上

10.3%

無回答

0.4%

不明6.4%

（１）性別 （２）年齢

男

48.5%女

45.1%

無回答

6.4%

知っていた

51.9%
知らなかった

40.8%

無回答

7.3%
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問２．あなたがお住まいの地域の原子力災害時における避難計画（バス避難する場合の集合場所・一時滞在場所・避難先自治体

　　　等）の内容を理解していますか？

①　十分理解している

②　概ね理解している

③　あまり理解していない

④　全く理解していない

問３．原子力災害が発生し、あなたの町に避難指示が出された場合、どのような行動をとりますか？

①　役場などが用意するバス等で、役場が指定する避難所まで避難

②　自家用車等を使用して、役場が指定する避難所まで避難

③　自家用車等を使用して、親戚・知人宅など避難所以外の場所へ避難

④　その他

問４．災害に備え何日分の食料・飲料等を準備していますか？
①　約７日分

②　約５日分

③　約３日分

④　約１日分

⑤　準備していない

問５．避難に当たって、あなたはどのような情報が重要と考えていますか？ （複数回答可）

①　事故事象の概要

②　屋内退避又は避難の必要性

③　放射線、放射性物質の放出状況や健康への影響

④　その他

　◇その他意見

　・天候や身体の状況による　など

　◇その他意見

　・集合場所や避難先の情報

　・避難経路の情報　など

①45.1%

②57.1%

③52.8%

④5.2%
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十分理解し

ている

30.0%

概ね理解し
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45.9%

あまり理解

していない

18.0%

全く理解し

ていない

3.4%

無回答

2.6%

①

57.1%②

23.2%

③

12.4%

④

3.4%

無回答

3.9%

約７日分

7.3% 約５日分

8.2%

約３日分

26.2%

約１日分

10.3%

準備してい

ない

45.9%

無回答

2.1%
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問６．事故が発生した場合、発電所の状況等に応じて段階的に住民避難は実施されますが、本年度の訓練に参加し自分がどの

　　　ように行動すべきか手順がわかりましたか?
①　わかった

②　わからなかった

③　その他

問７．今回の訓練では、さまざまな広報手段により情報の発信を行いましたが、どのような広報手段であなたに情報が伝わ

　　　りましたか？　　（複数回答可）
①　住民広報車

②　防災行政無線

③　緊急速報メール

④　道ホームページ

⑤　伝わらなかった

⑥　その他

問８．問７で「⑤」を選んだ方以外にお聞きします。

　　　訓練広報の内容は理解できましたか？
①　十分理解できた

②　概ね理解できた

③　あまり理解できなかった

④　全く理解できなかった

問９．全体として、避難行動はスムーズに行えましたか？
①　十分できた

②　概ねできた

③　あまりできなかった

④　全くできなかった

　◇その他意見

　・荷物はどの程度持参してもよいかがわからない

　・一度の訓練では理解はできない

　・手順は概ね理解できたが、緊急時には不安　など

　◇その他意見

　・役場からの電話、FAXによる連絡　など

　◇できなかった理由

　・冬道なのでスムーズにいかなかった　など

①16.7%

②43.8%

③40.8%

④0.4%

⑤1.7%

⑥12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

わかった
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わからなかった

5.6%

その他4.3%

無回答14.6%

十分理解できた

29.2%
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37.8%
あまり理解でき

なかった
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全く理解できな

かった

0.4%

無回答
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た

0.0%

無回答

23.6%
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問１０．安定ヨウ素剤の配布を受けた際の説明は理解できましたか？
①　十分理解できた

②　概ね理解できた

③　理解できなかった

④　受け取っていない

⑤　該当しない（訓練対象外）

問１１．避難退域時検査場所での検査の流れは理解できましたか？（職員の対応含む）
①　十分理解できた

②　概ね理解できた

③　理解できなかった

④　該当しない（訓練対象外）

問１２．今回の訓練を体験して避難は確実に行えると感じましたか？
①　確実に行える

②　何とか避難できる

③　避難は難しい

問１３．北海道では、「原子力防災だより」や「北海道原子力防災カレンダー」などを配布し、原子力防災について
　　　　広報を行っています。あなたは、こういった広報が行われていることを知っていますか？

①　知っている

②　知らない

　◇理解できなかった理由

　・内容が難しかった

　・文書等で説明してほしい　など

　◇避難が難しい理由

　・事故の規模や状況次第なので予想がつかない

　・吹雪の際には防災無線が聞こえないのではないか

　・高齢になった時、集合場所まで自力で行けるか不安

　・交通渋滞が心配

　・高齢者人口が多く、スムーズに行かないと思う　など

十分理
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17.6%

概ね理解

できた
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理解できな

かった
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40.3%

無回答
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27.0%
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0.9%
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40.3%

無回答

15.0%
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9.4%
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60.9%
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81.1%

知らない
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無回答
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問１４．問１３で「ア」を選んだ方にお聞きします。

　　　　あなたが目にしたことがある広報は何ですか？次の中から選んでください。 （複数回答可）

①　原子力防災のしおり

②　北海道原子力防災カレンダー

③　北海道の原子力

④　ほっかいどう原子力環境だより

⑤　原子力防災だより

⑥　読んだことがあるが、どの広報かわからない

⑦　その他

問１５．よりよい広報にするため、どのような改善が必要だと思いますか？

【自由意見】今回の訓練、避難など全般に関するご感想、ご意見やご要望があればお聞かせください。

・事故が起きたとき、訓練のような体制が整うのにどれくらいの時間を要するのか不安。

・訓練は元気な方が参加しているから良いが、実際はそうでない方もいるので対策が必要。

・屋内退避中に窓を閉めたりする中で、防災無線等の情報がどれだけ入ってくるのか不安。

・避難退域時検査にかなり時間がかかるので、その間に遠くに避難した方が良いと思う。

・一刻も早く避難しなければいけないのに、わざわざ停車して安定ヨウ素剤の説明等は現実的ではない。

・日中ではなく夜間に避難することとなった場合、どうなるのか不安。

・子供も含めた訓練が重要。

・ペットの避難も今後検討してほしい。

・事前に学校で原子力防災の出前授業等をやっていただけると子供たちにも避難の重要性がわかるのではないか。

・バスでの移動中にDVDの視聴など防災教育に関わることをしてはどうか。

・参加した人は高齢者が多かったが、若い方への教育も重要。

・普段から地域のリーダーを養成しておく必要性を感じた。

・役場と町内会で図上演習等を行うべきではないか。　など

　◇その他意見

　・防災ガイドマップ　など

・目の見えない人や耳の悪い人などの障害者対応が大切。

・学校や職場等で内容確認・情報共有を定期的に行う。

・簡単でわかりやすい説明が大事。

・繰り返し周知することが必要。　など

①46.8%

②54.1%

③5.6%

④14.2%

⑤29.2%

⑥8.6%

⑦1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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－平成 29年度－ 

北海道原子力防災訓練                                                   
  
北海道、泊村、共和町、岩内町、神恵内村、寿都町、蘭越町、ニセコ町、倶知安町、
積丹町、古平町、仁木町、余市町、赤井川村 

 

 

 

□原子力防災対策を円滑に実施できるよう、関係機関の連携、防災業務関係者の 

防災技術の向上を図ること。 

□住民の皆さまの防災意識の高揚や防災対策に関する理解促進を図ること。 

 

 

 

平成 30年 2月 8日（木） 9時 00分～15時 00分（予定） 

 

 

 

① 住民避難訓練・・・・・・・・・・・・避難所等への住民避難や屋内退避 

② 広報訓練・・・・・・・・・・・・・・緊急速報メール等による広報 

③ 緊急時環境放射線モニタリング訓練・・環境放射線の測定 

④ 原子力災害医療活動訓練・・・・・・・避難退域時検査や簡易除染の実施 

⑤ 物資緊急輸送訓練・・・・・・・・・・屋内退避住民への物資の輸送   など 

※２月５日（月）に、防災関係機関によるオフサイトセンター運営訓練などを実施します。           

実施日時 

 主    催 

目   的 

訓練項目 

退避等訓練（住民避難） 
お 願 い 

訓練当日である２月８日（木）は、防災行政無線や広報車などを使って広報訓練を行うほ
か、北海道及び各町村から、お持ちの携帯電話に緊急速報メールが配信されます。 

また、大型バス、自衛隊車両などが多数訓練走行いたしますので、あらかじめご了承いた
だくとともに、ご協力についてよろしくお願いいたします。  掲載している写真は、昨年度実施した訓練風景です。 

原子力災害医療活動訓練 

（避難退域時検査） 

住民避難訓練 

（バスによる避難） 

広報訓練 

（広報車による広報） 
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        主な訓練実施場所（予定） 

【お問い合わせ先】 

北 海 道 総務部危機対策局原子力安全対策課（011-204-5011） 

後志総合振興局地域創生部地域政策課（0136-23-1345） 

泊 村 企画振興課（0135-75-2877）       共 和 町 企画振興課（0135-73-2011） 

岩 内 町 総務財政課（0135-62-1011）       神 恵 内 村 総務課（0135-76-5011） 

寿 都 町 企画課（0136-62-2608）                蘭 越 町 総務課（0136-57-5111） 

ニ セ コ 町 総務課（0136-44-2121）                 倶 知 安 町 総務課（0136-56-8000） 

積 丹 町 総務課（0135-44-2112）                古 平 町 企画課（0135-42-2181） 

仁 木 町 企画課（0135-32-3953）                余 市 町 地域協働推進課（0135-21-2142） 

赤 井 川 村 総務課（0135-34-6211） 

◆訓練の見学◆ 

下記の訓練実施場所（予定）で訓練をご覧いただけます。  

※ 現時点での予定であり、変更になる場合があります。（詳細は北海道までお問い合わせください。） 

①北海道大学病院         被ばく傷病者搬送訓練（札幌市北区北 14条西 5丁目） 

 ②アパホテル＆リゾート札幌    泊村避難先（札幌市南区川沿 4条 2丁目） 

 ③ルスツリゾート         共和町避難先（留寿都村字泉川 13番地） 

④北海道立総合体育センター    岩内町一時滞在場所（札幌市豊平区豊平 5条 11丁目） 

 ⑤倶知安中央公園                 岩内町、蘭越町避難退域時検査場所（倶知安町南 3条東 4丁目） 

 ⑥寿都温泉 ゆべつのゆ        寿都町避難退域時検査場所（寿都町字湯別町下湯別 462） 

⑦ホテルグリーンパークいわない  外国人観光客避難訓練（岩内町字野束 500） 

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図（タイル）を複製したものである。（承認番号 平 29情複、第 943号） 
承認を得て作成した複製品を第三者がさらに複製する場合には、国土地理院の長の承認を得なければなりません。 
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期
対

応
段

階
に

お
け

る
防

護
措

置
原

子
力

施
設

の
状

況
等

に
基

づ
く
緊

急
事

態
区

分
を

導
入

し
、

そ
の

区
分

を
判

断
す

る
基

準
（
E
A
L）

を
設

定
。

E
A
L に基づき

、
避

難
等

の
防

護
措

置
を

実
施

。
※

施
設

敷
地

緊
急

事
態

要
避

難
者

の
避

難
は

、
通

常
以

上
の

時
間

が
か

か
る

た
め

、
E
A

L（
S
E
）
の

段
階

か
ら

避
難

を
開

始
す

る
。

た
だ

し
、

避
難

の
実

施
に

よ
り

健
康

ﾘ
ｽ

ｸ
が

高
ま

る
お

そ
れ

の
あ

る
者

は
遮

へ
い

効
果

の
高

い
建

物
等

に
屋

内
退

避
す

る
。

②
O
IL

（
O
p
e
ra
ti
o
n
a
l Interven

ti
o
n
 Level）によ

る
放

射
性

物
質

放
出

後
に

お
け

る
防

護
措

置
国

は
E
A
L（
S
E
）
の

段
階

で
緊

急
時

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

を
立

ち
上

げ
、

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞを

開
始

。
放

射
性

物
質

放
出

後
、

防
護

措
置

の
実

施
基

準
（
O
IL

）
に

基
づ

き
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ結

果
か

ら
区

域
を

特
定

し
、
P
A
Z
外

の
住

民
の

防
護

措
置

を
実

施
。

※
P
A
Z
（
予

防
的

防
護

措
置

を
準

備
す

る
区

域
）
：
P
re
ca
u
ti
o
n
a
ry
 Action

Z
o
n
e

※
U
P
Z
（
緊

急
防

護
措

置
を

準
備

す
る

区
域

）
：
U
rg
e
n
t
P
ro
te
ct
iv
e
A
ct
io
n
P
la
n
n
in
g
Z
o
n
e

放
射

性
物

質
放

出
後

1

町
村

住
民

数

泊
村

1
,3
8
0
人

共
和

町
1
,4
1
2
人

２
．

原
子

力
災

害
対

策
指

針
に

お
け

る
緊

急
事

態
の

防
護

措
置

の
考

え
方

Ｐ
Ａ

Ｚ
内

Ｕ
Ｐ

Ｚ
内

合
計

(概
ね

5
km

）
（
概

ね
5
～

3
0
km

）

2
,7

9
2
人

7
4
,6

4
9

人
7
7
,4

4
1
 人

泊
地

域
原

子
力

防
災

協
議

会

※
不

測
の

事
態

に
よ

り
上

記
避

難
先

に
避

難
で

き
な

い
場

合
は

、
北

海
道

が
調

整
の

上
、

近
隣

地
域

で
代

替
避

難
先

を
確

保

P
A
Z

U
P
Z

U
P

Z
内

町
村

の
広

域
避

難
先

U
P

Z
内

1
3
町

村
避

難
先
※

札
幌

市
等

1
3
市

町
村

（
同

一
村

内
へ

の
避

難
を

含
む

）

※
不

測
の

事
態

に
よ

り
上

記
避

難
先

に
避

難
で

き
な

い
場

合
は

、
北

海
道

が
調

整
の

上
、

近
隣

地
域

で
代

替
避

難
先

を
確

保

平
成

2
9
年

1
2
月

2
1
日

改
定



泊
地
域
の
緊
急
時
対
応
（
概
要
版
）

②
P
A
Z
に
お
け
る
避
難
・
屋
内
退
避
の
考
え
方

区
域

種
別

対
象

者
数

避
難

等
の

流
れ

備
考

警
戒

事
態

施
設

敷
地

緊
急

事
態

全
面

緊
急

事
態

P
A
Z

（
発

電
所

か
ら

概
ね
5
k
m

圏
内

）

避
難

行
動

要
支

援
者

（
社

会
福

祉
施

設
）

泊
村

1
0
0
人

共
和

町
（
対

象
施

設
な

し
）

合
計

1
0
0
人


施

設
の

避
難

計
画

に
お

い
て

、
避

難
先

施
設

を
設

定
。


避

難
の

実
施

に
よ

り
健

康
ﾘ
ｽ

ｸ
が

高
ま

る
と

判
断

さ
れ

る
場

合
は

、
輸

送
等

の
避

難
準

備
が

整
う

ま
で

自
施

設
内

で
屋

内
退

避
を

実
施

。

避
難

行
動

要
支

援
者

（
在

宅
）

泊
村

2
0
人

共
和

町
3
7
人

合
計

5
7
人


泊

村
の

避
難

行
動

要
支

援
者

は
、

あ
ら

か
じ

め
定

め
た

一
時

滞
在

場
所

：
札

幌
市

南
区

体
育

館
を

経
由

し
て

、
避

難
先

：
ｱ

ﾊ
ﾟﾎ

ﾃ
ﾙ

＆
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ〈
札

幌
〉
へ

避
難

。


共

和
町

の
避

難
行

動
要

支
援

者
は

、
あ

ら
か

じ
め

定
め

た
避

難
先

（
兼

一
時

滞
在

場
所

）
：
ﾙ

ｽ
ﾂ
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄへ
避

難
。


避

難
の

実
施

に
よ

り
健

康
ﾘ
ｽ

ｸ
が

高
ま

る
者

は
、

近
隣

の
放

射
線

防
護

施
設

へ
輸

送
。

避
難

行
動

要
支

援
者

（
学

校
・
保

育
所

・
幼

稚
園

）

泊
村

1
6
9
人

共
和

町
1
6
8
人

合
計

3
3
7
人


泊

村
の

学
校

・
保

育
所

の
児

童
等

は
、

警
戒

事
態

に
な

っ
た

場
合

、
避

難
準

備
を

開
始

。
一

時
滞

在
場

所
：
札

幌
市

南
区

体
育

館
に

移
動

後
、

保
護

者
に

引
き

渡
す

。


共

和
町

の
学

校
・
保

育
所

・
幼

稚
園

の
児

童
等

は
、

警
戒

事
態

に
な

っ
た

場
合

、
避

難
準

備
を

開
始

。
避

難
先

（
兼

一
時

滞

在
場

所
）
：
ﾙ

ｽ
ﾂ
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄに
移

動
後

、
保

護
者

に
引

き
渡

す
。

一
般

住
民

※
2

泊
村

1
,0
9
1
人

共
和

町
1
,2
0
7
人

合
計

2
,2
9
8
人


泊

村
の

住
民

は
、

自
家

用
車

又
は

ﾊ
ﾞｽ

に
よ

り
、

あ
ら

か
じ

め
定

め
た

一
時

滞
在

場
所

：
札

幌
市

南
区

体
育

館
を

経
由

し
て

、
避

難
先

：
ｱ

ﾊ
ﾟﾎ

ﾃ
ﾙ

＆
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ〈
札

幌
〉

へ
避

難
。


共

和
町

の
住

民
は

、
ﾊ

ﾞｽ
に

よ
り

、
あ

ら
か

じ
め

定
め

た
避

難
先

（
兼

一
時

滞
在

場
所

）
：
ﾙ

ｽ
ﾂ
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄへ
避

難
。


ﾊ

ﾞｽ
で

の
避

難
に

必
要

と
な

る
ﾊ

ﾞｽ
は

、
北

海
道

が
「
原

子
力

災
害

時
に

お
け

る
住

民
避

難
用

ﾊ
ﾞｽ

要
請

・
運

行
要

領
」
に

基
づ

き
、

北
海

道
ﾊ

ﾞｽ
協

会
に

要
請

。

合
計

2
,7
9
2
人

社
会

福
祉

施
設

（
黒

松
内

町
内
1
施

設
）

ﾊ
ﾞｽ
4
台

、
福

祉
車

両
1
6
台

に
よ

り
避

難

ﾊ
ﾞｽ
4
台

（
泊

村
1
台

、
共

和
町
3
台

）
に

よ
り

避
難

放
射

線
防

護
施

設
※
1

泊
村

の
場

合
：
特

別
養

護
老

人
ﾎ

ｰ
ﾑ

む
つ

み
荘

､養
護

老
人

ﾎ
ｰ

ﾑ
む

つ
み

荘
共

和
町

の
場

合
：
み

の
り

の
里

共
和

、
共

和
町

保
健

福
祉

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

＜
避

難
の

実
施

に
よ

り
健

康
ﾘ
ｽ

ｸ
が

高
ま

る
者

：
2
人

＞

福
祉

車
両
2
台

に
よ

り
移

動

ﾊ
ﾞｽ
7
台

に
よ

り
避

難

施 設敷地緊急事態 （ 原 災 法 1
0 条 ）で 避 難 開始

全 面緊 急 事 態

（ 原 災 法 1
5 条 ）で 避 難 開 始

※
2

一
般

住
民

の
対

象
者

数
は

、
P
A
Z
内

住
民

の
合

計
数

か
ら

施
設

敷
地

緊
急

事
態

で
避

難
す

る
住

民
を

引
い

た
数

字
で

あ
る

。

＜
避

難
可

能
な

者
：
1
0
0
人

＞ ＜
自

家
用

車
で

避
難

す
る

者
＞

対
象

者

泊
村

：
2
0
人

共
和

町
:3
7
人

※
1

放
射

線
防

護
施

設
に

は
、

避
難

行
動

要
支

援
者

の
ほ

か
、

そ
の

支
援

者
等

が
入

る
予

定
。

＜
避

難
の

実
施

に
よ

り
健

康
ﾘ
ｽ

ｸ
が

高
ま

る
者

＞
放

射
線

防
護

施
設

（
泊

村
内
2
施

設
）

自
施

設
内

（
放

射
線

防
護

施
設

）

＜
避

難
可

能
な

者
：
5
5
人

＞
施 設敷地緊急事態要避難者の

避 難準備 を 開始

一
般

住
民

の
避

難
準

備
を

開
始

ﾊ
ﾞｽ
1
6
台

に
よ

り
避

難

2

＜
泊

村
の

場
合

＞
一

時
滞

在
場

所
札

幌
市

南
区

体
育

館
集

合
場

所
（
泊

村
内
1
0
箇

所
）

支
援

者
と

共
に

徒
歩

、
自

家
用

車
等

で
移

動
（
泊

村
9
人

、
共

和
町
3
5
人

）

支
援

者
の

自
家

用
車

等
で

移
動

（
泊

村
1
1
人

）

対
象

施
設

泊
村

（
2
施

設
：
1
0
0
人

）

共
和

町
（
対

象
施

設
な

し
）

合
計
2
施

設

＜
ﾊ

ﾞｽ
で

避
難

す
る

者
＞

徒
歩

等
で

移
動

（
1
,2
0
7
人

）

避
難

先
ｱ

ﾊ
ﾟﾎ

ﾃ
ﾙ

＆
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ〈
札

幌
〉

＜
共

和
町

の
場

合
＞

避
難

先
（
兼

一
時

滞
在

場
所

）

ﾙ
ｽ

ﾂ
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ

＜
泊

村
の

場
合

＞
一

時
滞

在
場

所
札

幌
市

南
区

体
育

館

避
難

先
ｱ

ﾊ
ﾟﾎ

ﾃ
ﾙ

＆
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ〈
札

幌
〉

＜
共

和
町

の
場

合
＞

避
難

先
（
兼

一
時

滞
在

場
所

）
ﾙ

ｽ
ﾂ
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ

＜
泊

村
の

場
合

＞

一
時

滞
在

場
所

札
幌

市
南

区
体

育
館

避
難

先
ｱ

ﾊ
ﾟﾎ

ﾃ
ﾙ

＆
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ〈
札

幌
〉

＜
共

和
町

の
場

合
＞

避
難

先
（
兼

一
時

滞
在

場
所

）
ﾙ

ｽ
ﾂ
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ

集
合

場
所

（
共

和
町

内
7
箇

所
）

対
象

施
設

泊
村

（
3
施

設
：
1
6
9
人

）

共
和

町
（
3
施

設
：
1
6
8
人

）

合
計
6
施

設
ﾊ

ﾞｽ
6
台

に
よ

り
避

難

集
合

場
所

（
泊

村
内
1
0
箇

所
）

集
合

場
所

（
共

和
町

内
7
箇

所
）

自
家

用
車

で
移

動
（
6
4
2
人

）

対
象

者

泊
村

：
1
,0
9
1
人

共
和

町
:1
,2
0
7
人

徒
歩

等
で

移
動

（
4
4
9
人

）

ﾊ
ﾞｽ
3
5
台

に
よ

り
避

難



区
域

種
別

対
象

者
数

屋
内

退
避

／
一

時
移

転
（
1
週

間
程

度
内

に
実

施
）
の

流
れ

備
考

警
戒

事
態

施
設

敷
地

緊
急

事
態

全
面

緊
急

事
態

O
IL
2
と

な
っ

た
場

合
※
5

U
P
Z

（
発

電
所

か
ら

概
ね
5
～

3
0
k
m

圏
内

）

避
難

行
動

要
支

援
者

（
医

療
機

関
）

1
1
施

設
9
9
7
床


施

設
毎

の
避

難
計

画
は

策
定

済
み

。


一

時
移

転
の

防
護

措
置

が
必

要
と

な
っ

た
場

合
、

北
海

道
の

調
整

に
よ

り
、

隣
接

管
内

等
の

災
害

拠
点

病
院

に
入

院
患

者
を

移
転

・
収

容
。

避
難

行
動

要
支

援
者

（
社

会
福

祉
施

設
）

6
8
施

設
2
,7
1
3
人


施

設
毎

の
避

難
計

画
は

策
定

済
み

で
あ

り
、

施
設

ご
と

に
あ

ら
か

じ
め

受
け

入
れ

施
設

を
確

保
。


あ

ら
か

じ
め

選
定

し
た

受
入

施
設

が
使

用
で

き
な

い
場

合
は

、
北

海
道

が
代

替
の

受
入

施
設

を
調

整
。

避
難

行
動

要
支

援
者

（
在

宅
）

9
,5
5
6
人


一

時
移

転
が

必
要

と
な

っ
た

避
難

行
動

要
支

援
者

は
、

関
係

町
村

が
準

備
し

た
一

時
滞

在
場

所
に

、
そ

の
後

、
避

難
生

活
環

境
が

よ
り

良
い

ﾎ
ﾃ
ﾙ

・
旅

館
に

優
先

的
に

移
動

。

避
難

行
動

要
支

援
者

（
学

校
・
保

育
所

・
幼

稚
園

）

9
7
施

設
8
,6
2
3
人


施

設
敷

地
緊

急
事

態
に

な
っ

た
時

点
で

授
業

・
保

育
を

中
止

し
、

保
護

者
へ

の
引

き
渡

し
を

開
始

。


保

護
者

へ
引

き
渡

し
が

で
き

な
か

っ
た

場
合

は
、

全
面

緊
急

事
態

で
屋

内
退

避
を

行
い

、
そ

の
後

指
示

に
基

づ
き

一
時

滞
在

場
所

に
移

動
し

、
保

護
者

に
引

き
渡

す
。

一
般

住
民

※
4

5
2
,7
6
0
人


避

難
計

画
で

定
め

て
い

る
避

難
先

へ
一

時
移

転
を

実
施

。


自

家
用

車
や

北
海

道
が

準
備

し
た

ﾊ
ﾞ

ｽ
等

で
移

動
。

合
計

7
4
,6
4
9
人

避
難

先
福

祉
施

設
※
2

（
1
7
9
施

設
）

受
入

可
能

人
数

：
2
,7
1
3
人 避

難
先

ﾎ
ﾃ
ﾙ

・
旅

館
（
2
7
7
施

設
）

自
家

用
車

、
ﾊ

ﾞｽ
等

に
よ

り
移

動

一
時

滞
在

場
所
※
3

全 面緊急事態で屋 内 退避 を開始。そ の 後 、緊 急時モ ニ タ リ ン グ 結 果 に基 づき 、毎 時 2
0

マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト を 超える 区域が特 定された場 合は、 当 該区域 の 住 民 の 一 時移転 を 実施

屋
内

退
避

（
9
7
施

設
：

8
,6
2
3
人

）

屋
内

退
避

（
6
8
施

設
：

2
,7
1
3
人

）

屋
内

退
避

（
9
,5
5
6
人

）

屋
内

退
避

（
5
2
,7
6
0
人

）

北
海

道
の

要
請

に
基

づ
き

、
北

海
道

ﾊ
ﾞｽ

協
会

が
、

後
志

地
域

の
ﾊ

ﾞｽ
事

業
者

と
調

整
を

行
い

輸
送

手
段

を
調

達
。

不
足

す
る

場
合

は
隣

接
地

域
、

さ
ら

に
不

足
す

る
場

合
は

北
海

道
全

域
の

ﾊ
ﾞｽ

事
業

者
と

順
次

調
整

を
行

い
輸

送
手

段
を

調
達

。

屋 内退 避の準 備 を開 始

ﾊ
ﾞｽ

・
福

祉
車

両
（
支

援
者

同
乗

）
に

よ
り

移
動

ﾊ
ﾞｽ

・
福

祉
車

両
（
職

員
同

乗
）
に

よ
り

避
難

ﾊ
ﾞｽ

（
教

職
員

同
乗

）
に

よ
り

避
難

一
時

移
転

対
象

学
校

等

一
時

移
転

対
象

者

一
時

移
転

対
象

者

3

泊
地
域
の
緊
急
時
対
応
（
概
要
版
）

③
U
P
Z
に
お
け
る
屋
内
退
避
・
一
時
移
転
の
考
え
方

対
象

施
設

（
9
7
施

設
） 保

護
者

引
き

渡
し

屋
内

退
避

（
1
1
施

設
：

9
9
7
床

）
ﾊ

ﾞｽ
・
福

祉
車

両
（
職

員
同

乗
）
に

よ
り

避
難

受
入

先
災

害
拠

点
病

院
※
1

（
3
3
施

設
）

受
入

可
能

人
数

：
4
,6
3
3
人

一
時

滞
在

場
所
※

３

※
一

時
滞

在
場

所
で

保
護

者
に

引
き

渡
し

避
難

先
ﾎ

ﾃ
ﾙ

・
旅

館
（
2
7
7
施

設
）

避
難

先
ﾎ

ﾃ
ﾙ

・
旅

館
（
2
7
7
施

設
）

一
時

滞
在

場
所
※

３

※
3

赤
井

川
村

に
つ

い
て

は
、

避
難

先
施

設
（
ｷ

ﾛ
ﾛ
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ）
が

一
時

滞
在

場
所

の
機

能
を

有
す

る
。

※
4

一
般

住
民

の
対

象
者

数
は

、
U
P
Z
内

住
民

の
合

計
数

か
ら

避
難

行
動

要
支

援
者

の
数

を
引

い
た

数
字

で
あ

る
。

※
5
U
P
Z
内

の
全

住
民

の
う

ち
、

緊
急

時
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ結

果
に

基
づ

き
、

毎
時
2
0
ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
ｼ
ｰ

ﾍ
ﾞﾙ

ﾄを
超

え
る

と
特

定
さ

れ
た

区
域

の
住

民
は

、
一

時
移

転
を

実
施

。
一

時
移

転
に

際
し

て
は

、
避

難
退

域
時

検
査

を
受

け
た

上
で

、
一

時
滞

在
場

所
に

お
い

て
受

付
を

行
い

、
避

難
先

の
ホ

テ
ル

・
旅

館
等

へ
移

動
。

一
時

移
転

対
象

病
院

※
1

北
海

道
災

害
対

策
本

部
原

子
力

災
害

医
療

ﾁ
ｰ

ﾑ
が

、
受

入
に

関
す

る
調

整
を

実
施

。

一
時

移
転

対
象

福
祉

施
設

※
2

あ
ら

か
じ

め
選

定
し

た
避

難
先

施
設

が
使

用
で

き
な

い
場

合
は

、
北

海
道

が
代

替
の

受
入

施
設

（
6
8
3
施

設
2
,2
9
5
人

受
入

可
能

）
を

調
整

。

一
時

移
転

の
指

示

一
時

移
転

の
指

示

一
時

移
転

の
指

示

一
時

移
転

の
指

示

一
時

移
転

の
指

示

＜
引

き
渡

し
で

き
な

か
っ

た
児

童
等

＞



U
P
Z

P
A
Z

P
A
Z

共
和

町

３
．

避
難

住
民

等
に

対
す

る
安

定
ﾖ
ｳ

素
剤

の
備

蓄
と

緊
急

配
布

２
．

P
A

Z
内

の
安

定
ﾖ
ｳ

素
剤

の
事

前
配

布
と

緊
急

配
布


北

海
道

で
は

、
避

難
住

民
等

に
対

す
る

安
定

ﾖ
ｳ

素
剤

及
び

乳
幼

児
向

け
の

ｾ
ﾞﾘ

ｰ
状

安
定

ﾖ
ｳ

素
剤

の
緊

急
配

布
の

た
め

の
備

蓄
を

実
施

。


避

難
住

民
等

に
対

す
る

安
定

ﾖ
ｳ

素
剤

の
緊

急
配

布
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

に
は

、
ﾊ

ﾞｽ
集

合
場

所
や

避
難

退
域

時
検

査
場

所
で

、
対

象
住

民
等

に
順

次
配

布
を

実
施

。

４
．

避
難

退
域

時
検

査
場

所
の

候
補

地
の

設
定


北

海
道

で
は

、
緊

急
時

の
避

難
を

円
滑

に
行

う
た

め
、

Ｕ
Ｐ

Ｚ
内

人
口

等
を

考
慮

し
、

避
難

元
町

村
と

各
避

難
退

域
時

検
査

場
所

の
対

応
付

け
を

行
っ

た
う

え
で

、
候

補
地

を
あ

ら
か

じ
め

準
備

。

4

泊
地
域
の
緊
急
時
対
応
（
概
要
版
）

④
住
民
の
安
全
確
保
に
向
け
た
主
な
対
策

ﾙ
ｰ

ﾄ
検

査
場

所
避

難
元

町
村

１

①
余

市
ｱ

ｯ
ﾌ
ﾟﾙ

ﾎ
ﾟｰ

ﾄ（
農

道
空

港
）
②

中
央

水
産

試
験

場
③

余
市

河
口

漁
港

④
道

の
駅

「
ｽ

ﾍ
ﾟｰ

ｽ
･ｱ

ｯ
ﾌ
ﾟﾙ

よ
い

ち
」

⑤
お

た
る

ﾏ
ﾘ
ﾝ
広

場

泊
村

、
神

恵
内

村
、

積
丹

町
、

古
平

町
、

余
市

町

２

①
都

運
動

公
園

（
赤

井
川

村
）
②

道
の

駅
あ

か
い

が
わ

③
赤

井
川

村
山

村
活

性
化

支
援

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

（
ｷ

ﾛ
ﾛ
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ入
口

）
④

ｷ
ﾛ
ﾛ
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ

仁
木

町
、

赤
井

川
村

３

①
後

志
総

合
振

興
局

②
倶

知
安

町
中

央
公

園
③

旧
東

陵
中

学
校

④
京

極
町

総
合

体
育

館
⑤

京
極

ｽ
ﾘ
ｰ

ﾕ
ｰ

ﾊ
ﾟｰ

ｸ
⑥

喜
茂

別
町

町
民

公
園

⑦
喜

茂
別

町
農

村
環

境
改

善
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

、
【
再

掲
】
ﾙ

ｽ
ﾂ
ﾘ

ｿ
ﾞｰ

ﾄ

岩
内

町
、

倶
知

安
町

４
①

道
の

駅
「
ﾆ
ｾ

ｺ
ﾋ
ﾞｭ

ｰ
ﾌ
ﾟﾗ

ｻ
ﾞ」

･ﾆ
ｾ

ｺ
町

運
動

公
園

②
羊

蹄
山

自
然

公
園

③
道

の
駅

「
2
3
0
ﾙ

ｽ
ﾂ
」
④

ﾙ
ｽ

ﾂ
ﾘ
ｿ
ﾞｰ

ﾄ

共
和

町
・
ﾆ
ｾ

ｺ
町

５

①
道

の
駅

「
ら

ん
こ

し
ふ

る
さ

と
の

丘
」

②
旧

目
名

小
学

校
③

蘭
越

町
田

下
P

A
④

黒
松

内
町

白
井

川
P

A
⑤

道
の

駅
「
黒

松
内

」

蘭
越

町

６
①

潮
路

小
学

校
②

ゆ
べ

つ
の

ゆ
、

【
再

掲
】
道

の
駅

「
黒

松
内

」
寿

都
町

５

２

４３

２ １

ﾙ
ｰ

ﾄ6

ﾙ
ｰ

ﾄ5

ﾙ
ｰ

ﾄ4
 ﾙ

ｰ
ﾄ3

ﾙ
ｰ

ﾄ2

ﾙ
ｰ

ﾄ1

４

２
３ １

５

１

１
２

寿
都

町

岩
内

町

共
和

町

泊
村

神
恵

内
村

蘭
越

町

３
１

４

倶
知

安
町

積
丹

町

古
平

町

仁
木

町

ﾆ
ｾ

ｺ
町

２

赤
井

川
村

５

２
１

３４

７
６

余
市

町

※
1
：
ﾊ

ﾞｽ
集

合
場

所
等

で
緊

急
配

布
す

る
1
0
町

村
の

住
民

は
、

避
難

退
域

時
検

査
場

所
（
候

補
地

計
2
7
箇

所
）
で

も
緊

急
配

布
を

受
け

ら
れ

る
※
2
：
避

難
退

域
時

検
査

場
所

で
の

配
布

に
つ

い
て

は
、

候
補

地
の

う
ち

発
災

時
に

北
海

道
が

指
定

す
る

箇
所

に
お

い
て

配
布

安
定

ﾖ
ｳ

素
剤

の
緊

急
配

布
を

実
施

各
町

村
が

指
定

す
る

ﾊ
ﾞｽ

集
合

場
所

で
緊

急
配

布
※

1

（
計

9
4
箇

所
）

避
難

退
域

時
検

査
場

所
で

緊
急

配
布
※

2

寿
都

町
：
候

補
地

3
箇

所
蘭

越
町

：
候

補
地

5
箇

所
ﾆ

ｾ
ｺ
町

：
候

補
地

4
箇

所

安
定

ﾖ
ｳ

素
剤

備
蓄

場
所

北
海

道
：
1
7
箇

所

道
及

び
町

村
職

員
に

よ
り

、
安

定
ﾖ
ｳ

素
剤

の
搬

送
を

実
施

泊
村

：
3
箇

所
共

和
町

：
2
1
箇

所
岩

内
町

：
1
4
箇

所
神

恵
内

村
：
5
箇

所
倶

知
安

町
：
9
箇

所

積
丹

町
：
1
箇

所
古

平
町

：
9
箇

所
仁

木
町

：
1
箇

所
余

市
町

：
2
6
箇

所
赤

井
川

村
：
5
箇

所

P
A
Z

U
P
Z

（
凡

例
）

：
ﾊ

ﾞｽ
集

合
場

所

：
安

定
ﾖ
ｳ

素
剤

備
蓄

場
所

：
避

難
退

域
時

検
査

場
所

４

３


泊

村
で

は
、

P
A

Z
内

住
民

を
対

象
に

住
民

説
明

会
を

開
催

し
、

安
定

ﾖ
ｳ

素
剤

の
事

前
配

布
を

実
施

。


共
和

町
で

は
、

避
難

を
行

う
際

に
ﾊ

ﾞｽ
集

合
場

所
に

て
安

定
ﾖ
ｳ

素
剤

を
緊

急
配

布
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
P

A
Z
内

住
民

を
対

象
に

事
前

問
診

を
実

施
。


今

後
も

継
続

し
て

説
明

会
を

実
施

し
、

転
入

者
等

へ
の

配
布

や
事

前
問

診
を

実
施

。

１
．

泊
地

域
の

緊
急

時
ﾓ

ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ地

点
及

び
一

時
移

転
の

実
施

単
位


緊

急
時

ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ地

点
8
3
地

点
（
P

A
Z
を

除
く
）
を

設
定

し
、

そ
こ

で
測

定
さ

れ
た

実
測

値
に

基
づ

き
迅

速
に

防
護

措
置

を
講

ず
る

区
域

を
特

定
で

き
る

よ
う

、
一

時
移

転
等

の
実

施
単

位
毎

に
関

連
付

け
を

行
っ

て
い

る
。

泊
村

町
村

名
対

象
住

民
数

問
診

済
住

民
数

共
和

町
1
,1

3
4
人

9
3
3
人

：
各

集
落

ご
と

の
ﾊ

ﾞｽ
集

合
場

所
7
箇

所

町
村

名
対

象
住

民
数

配
布

者
数

泊
村

1
,2

6
2
人

1
,0

7
0
人

＜
安

定
ﾖ
ｳ

素
剤

事
前

配
布

説
明

会
＞

＜
安

定
ﾖ
ｳ

素
剤

緊
急

配
布

（
訓

練
風

景
）
＞



３
．

暴
風

雪
や

大
雪

時
に

お
け

る
対

応


暴

風
雪

や
大

雪
時

（
原

則
と

し
て

暴
風

雪
警

報
ま

た
は

暴
風

雪
特

別
警

報
も

し
く
は

大
雪

警
報

の
発

表
時

）
に

お
け

る
避

難
行

動
で

は
、

車
の

立
往

生
や

交
通

事
故

等
の

二
次

災
害

を
回

避
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
天

候
が

回
復

す
る

ま
で

屋
内

退
避

を
優

先
し

、
天

候
回

復
後

の
速

や
か

な
避

難
に

備
え

た
準

備
を

実
施

。

４
．

降
雪

時
の

避
難

経
路

の
確

保

5

泊
地
域
の
緊
急
時
対
応
（
概
要
版
）

⑤
泊
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
対
策

２
．

観
光

客
等

の
一

時
滞

在
者

の
防

護
措

置


速

や
か

に
帰

宅
等

可
能

な
観

光
客

等
の

一
時

滞
在

者
に

つ
い

て
は

、
施

設
敷

地
緊

急
事

態
で

帰
宅

や
U

P
Z
圏

外
へ

の
退

避
を

実
施

。


帰
宅

等
に

時
間

を
要

す
る

観
光

客
等

の
一

時
滞

在
者

に
つ

い
て

は
、

P
A

Z
内

で
は

施
設

敷
地

緊
急

事
態

で
ﾊ

ﾞｽ
集

合
場

所
か

ら
ﾊ

ﾞｽ
避

難
を

実
施

。
U

P
Z
内

で
は

全
面

緊
急

事
態

で
宿

泊
施

設
等

で
の

屋
内

退
避

を
実

施
し

、
一

時
移

転
等

が
必

要
に

な
っ

た
場

合
は

、
関

係
町

村
が

準
備

し
た

一
時

滞
在

場
所

へ
移

動
。

＜
全

面
緊

急
事

態
で

天
候

が
回

復
し

た
場

合
の
P
A
Z
内

住
民

の
防

護
措

置
＞


北

海
道

は
、

北
海

道
防

災
会

議
に

「
北

海
道

雪
害

対
策

連
絡

部
」
を

設
置

し
、

関
係

機
関

と
と

も
に

路
線

の
重

要
性

等
を

考
慮

し
て

あ
ら

か
じ

め
除

雪
路

線
を

設
定

し
、

緊
急

時
に

つ
い

て
も

適
切

に
除

雪
を

実
施

。


直

轄
国

道
及

び
高

速
道

路
に

つ
い

て
は

、
国

土
交

通
省

北
海

道
開

発
局

及
び

高
速

道
路

会
社

（
N
E
X
C
O

）
が

、
除

雪
体

制
の

強
化

を
図

り
各

関
係

機
関

の
緊

密
な

連
携

の
下

、
各

機
関

の
除

雪
計

画
に

基
づ

き
、

適
切

な
除

雪
、

凍
結

防
止

等
の

対
策

を
行

い
、

冬
期

間
の

交
通

の
確

保
等

に
努

め
る

。

避
難

準
備

（
自

宅
等

）

避
難

準
備

（
自

宅
）

屋
内

退
避

（
自

宅
）

集
合

場
所

の
開

設
準

備

避
難

先
(3

0
km

圏
外

)

施
設

敷
地

緊
急

事
態

要
避

難
者

住
民

ﾊ
ﾞｽ

集
合

場
所

安
定

ﾖ
ｳ

素
剤

戸
別

配
布

施
設

敷
地

緊
急

事
態

警
戒

事
態

全
面

緊
急

事
態

天
候

回
復

（
暴

風
雪

警
報

や
大

雪
警

報
の

解
除

）

天
候

回
復

中

※
町

村
の

職
員

は
、

天
候

の
状

況
、

ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
ﾄ状

況
等

を
踏

ま
え

て
対

応
を

実
施放

射
線

防
護

施
設

（
屋

内
退

避
）

屋
内

退
避

（
自

宅
等

）

暴
風

雪
や

大
雪

避
難

の
実

施
に

よ
り

健
康

ﾘ
ｽ

ｸ
が

高
ま

る
者

移
動

開
始

町
村

役
場

重
点

区
域

1
3
町

村
う

ち
、

泊
村

及
び

共
和

町

7
2
7
台

8
8
台

（
凡

例
）
除

雪
活

動
拠

点
：
国

（
北

海
道

開
発

局
）

：
北

海
道

（
後

志
総

合
振

興
局

）
：
関

係
町

村

国
道

道
道

、
町

村
道

札
樽

自
動

車
道

、
道

央
自

動
車

道

P
A
Z

U
P
Z

＜
除

雪
機

械
の

保
有

台
数

＞

除
雪

機
械

（
例

）

通
訳

派
遣

等

を
実

施

関
係

団
体

北
海

道
災

害
対

策
本

部

協
力

要
請

一
時

滞
在

場
所

帰
宅

等

施
設

敷
地

緊
急

事
態

で
自

家
用

車
や

観
光

ﾊ
ﾞｽ

等
に

よ
る

退
避

自
家

用
車

等
に

よ
り

速
や

か
に

帰
宅

等
可

能
な

観
光

客
等

の
一

時
滞

在
者

自
宅

等
一

時
移

転
等

宿
泊

施
設

等

屋
内

退
避

移
動

手
段

が
確

保
で

き
ず

帰
宅

等
に

時
間

を
要

す
る

観
光

客
等

の
一

時
滞

在
者

全
面

緊
急

事
態

で
宿

泊
施

設
等

へ
の

屋
内

退
避

ﾊ
ﾞｽ

避
難

避
難

準
備

完
了

後
に

避
難

自
家

用
車

等
に

よ
る

避
難

１
．

観
光

客
等

の
一

時
滞

在
者

へ
の

情
報

伝
達

体
制


北

海
道

及
び

関
係

町
村

は
、

防
災

行
政

無
線

、
広

報
車

、
緊

急
速

報
ﾒ
ｰ

ﾙ
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

等
に

よ
り

観
光

客
等

の
一

時
滞

在
者

に
情

報
を

伝
達

。
更

に
、

各
種

ﾚ
ｸ
ﾘ
ｴ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

施
設

、
観

光
協

会
、

宿
泊

施
設

に
対

し
て

、
通

信
連

絡
網

を
活

用
し

て
連

絡
を

行
い

、
観

光
客

等
の

一
時

滞
在

者
に

情
報

を
伝

達
。


外

国
人

観
光

客
が

多
い

地
域

で
は

、
あ

ら
か

じ
め

整
備

し
て

い
る

文
例

集
を

活
用

し
、

英
語

な
ど

多
言

語
に

よ
り

情
報

を
伝

達
。

宿
泊

施
設

（
ﾎ

ﾃ
ﾙ

・
旅

館
・
民

宿
等

）

各
種

ﾚ
ｸ
ﾘ
ｴ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

施
設

（
ｽ

ｷ
ｰ

場
、

ｱ
ｸ
ﾃ
ｨﾋ

ﾞﾃ
ｨ施

設
）

観
光

協
会

北
海
道
、

関
係
町
村

施
設

内
館

内
放

送
館

内
掲

示
等

緊
急

速
報

ﾒ
ｰ

ﾙ
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

（
ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞ）

2
0
1
6
/1

1
/1

4
8
:4

5

避
難

・
屋

内
退

避
指

示

北
海

道
か

ら
の

お
知

ら
せ

で
す

。
泊

発
電

所
か

ら
5
k
m

圏
内

の
泊

村
、

共
和

町
の

住
民

は
、

各

役
場

の
指

示
に

従
い

避
難

し
て

く
だ

さ
い

。
５

ｋ
ｍ

か
ら

３
０

ｋ
ｍ

圏
内

の
全

て
の

住
民

は
屋

内
退

避
し

て
く
だ

さ
い

。
現

在
、

放
射

性
物

質
の

外
部

へ
の

漏
え

い
情

報
は

あ
り

ま
せ

ん
。

落
ち

着
い

て
行

動
し

て
く
だ

さ
い

。
こ

の
後

英
語

版
が

配
信

さ
れ

ま
す

。
（
北

海
道

）

受
信

ﾒ
ｰ

ﾙ

2
0
1
6
/1

1
/1

4
8
:4

8

A
LE

R
T

H
o

k
k
a
id

o
 Gov’ t: Re

si
d

e
n

ts
 within 5 

k
m
 of Tomar

iN
P

P
,  follow m

u
n

ic
ip

a
l 

g
o

v
’ t instruct

io
n

s to evacu
a
te

. 
R

e
si

d
e
n

ts
 between 

5
 & 30 km o

f 
T
o

m
a
ri

N
P

P
, stay insid

e
. No radia

ti
o

n
 

le
a
k
 found.

（
北

海
道

）

受
信

ﾒ
ｰ

ﾙ

観
光
客
等

の
一
時
滞

在
者

防
災

行
政

無
線

緊
急

速
報

ﾒ
ｰ

ﾙ
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

広
報

車

ﾃ
ﾚ
ﾋ
ﾞ・

ﾗ
ｼ
ﾞｵ

外
国

人
観

光
客

の
多

い
地

域
で

は
、

あ
ら

か
じ

め
整

備
し

て
い

る
文

例
集

を
活

用
し

、
多

言
語

（
英

語
、

中
国

語
、

韓
国

語
等

）
に

よ
る

広
報

を
実

施

ﾃ
ﾞｼ

ﾞﾀ
ﾙ

ｻ
ｲ
ﾈ

ｰ
ｼ
ﾞ（

電
子

看
板

）

避
難

ﾊ
ﾞｽ

集
合

場
所

集
合

移
動

手
段

が
確

保
で

き
ず

帰
宅

等
に

時
間

を
要

す
る

観
光

客
等

の
一

時
滞

在
者

施
設

敷
地

緊
急

事
態

で
ﾊ

ﾞｽ
集

合
場

所
へ

集
合

防
災

行
政

無
線

、
広

報
車

、
緊

急
速

報
ﾒ
ｰ

ﾙ
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

等
に

よ
る

情
報

を
伝

達

〈
P

A
Z
の

場
合

〉
〈
U

P
Z
の

場
合

〉
〈
P

A
Z
・
U

P
Z
共

通
〉

U
P

Z
外

関
係

町
村

災
害

対
策

本
部



１
．

緊
急

時
対

応
体

制
３

．
実

動
組

織
の

広
域

支
援

体
制

２
．

住
民

へ
の

情
報

伝
達

体
制


防

護
措

置
（
避

難
、

屋
内

退
避

、
一

時
移

転
、

安
定

ﾖ
ｳ

素
剤

の
服

用
指

示
等

）
が

必
要

に
な

っ
た

場
合

は
、

原
子

力
災

害
対

策
本

部
等

か
ら

、
北

海
道

及
び

関
係

町
村

に
、

そ
の

内
容

を
T
V
会

議
等

を
活

用
し

迅
速

に
情

報
提

供
。


関

係
町

村
は

、
防

災
行

政
無

線
、

広
報

車
、

有
線

放
送

（
緊

急
告

知
放

送
）
、

防
災
F
M

、
緊

急
速

報
ﾒ
ｰ

ﾙ
ｻ

ｰ
ﾋ
ﾞｽ

等
を

活
用

し
、

住
民

へ
情

報
を

伝
達

。

全
国

の
陸

・
海

・
空

の
自

衛
隊

に
よ

る
支

援

自
衛

隊
に

よ
る

災
害

派
遣

・
原

子
力

災
害

派
遣

全
国

の
都

道
府

県
警

察
に

よ
る

支
援

警
察

に
よ

る
警

察
災

害
派

遣
隊

全
国

の
市

町
村

消
防

が
所

属
す

る
都

道
府

県
単

位
に

よ
る

支
援

消
防

に
よ

る
緊

急
消

防
援

助
隊

全
国

の
管

区
海

上
保

安
本

部
に

よ
る

支
援

海
上

保
安

庁
に

よ
る

巡
視

船
艇

・
航

空
機

の
派

遣


地

域
ﾚ
ﾍ

ﾞﾙ
で

対
応

が
困

難
な

場
合

は
、

北
海

道
、

関
係

町
村

か
ら

の
要

請
を

踏
ま

え
、

政
府

を
あ

げ
て

、
全

国
規

模
の

実
動

組
織

に
よ

る
支

援
を

実
施

。


ｵ

ﾌ
ｻ

ｲ
ﾄｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

に
お

い
て

集
約

し
た

関
係

町
村

か
ら

の
様

々
な

要
請

に
対

し
、

原
子

力
災

害
対

策
本

部
（
官

邸
・

E
R

C
（
原

子
力

規
制

庁
緊

急
時

対
応

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

）
）
の

調
整

に
よ

り
、

必
要

に
応

じ
全

国
の

実
動

組
織

（
警

察
、

消
防

、
海

上
保

安
庁

、
自

衛
隊

）
に

よ
る

支
援

を
実

施
。

6

泊
地
域
の
緊
急
時
対
応
（
概
要
版
）

⑥
緊
急
時
に
お
け
る
対
応
体
制

原
子

力
災

害
対

策
本

部
（
首

相
官

邸
）

＜
関

係
町

村
が

整
備

す
る

住
民

へ
の

主
な

情
報

伝
達

手
段

の
例

＞

T
V
会

議
等

を
活

用
し

迅
速

に
情

報
伝

達

情
報

伝
達

住
民

北
海

道
、

関
係

町
村

４
．

自
然

災
害

な
ど

の
複

合
災

害
で

想
定

さ
れ

る
実

動
組

織
の

活
動

例


巡

視
船

艇
に

よ
る

住
民

避
難

の
支

援


緊
急

時
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ支

援


船
舶

等
へ

の
避

難
指

示
の

伝
達


海

上
に

お
け

る
警

戒
活

動

海
上

保
安

庁


避

難
行

動
要

支
援

者
の

搬
送

の
支

援


傷
病

者
の

搬
送


避

難
指

示
の

伝
達

消
防

組
織


現

地
派

遣
要

員
の

輸
送

車
両

の
先

導


避
難

住
民

の
誘

導
・
交

通
規

制


避
難

指
示

の
伝

達


避
難

指
示

区
域

へ
の

立
ち

入
り

制
限

等

警
察

組
織


北

海
道

と
関

係
町

村
と

の
調

整
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
広

域
応

援
を

実
施

。

原
子

力
事

業
者

ｵ
ﾌ
ｻ

ｲ
ﾄｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

（
共

和
町

）
（
北

海
道

原
子

力
防

災
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

）

住
民

防
護

措
置

の
指

示
住

民
広

報
避

難
誘

導
等

北
海

道
現

地
本

部

緊
急

時
ﾓ
ﾆ
ﾀ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

関
係

町
村

派
遣

職
員

・
異

常
事

態
の

通
報

義
務

・
要

員
派

遣

緊
急
事
態

応
急
対
策

活
動

原
子

力
災

害
現

地
対

策
本

部
本

部
長

：
内

閣
府

副
大

臣
関

係
省

庁
要

員
が

緊
急

時
に

参
集

原
子

力
災

害
対

策
本

部
本

部
長

：
内

閣
総

理
大

臣
副

本
部

長
：
内

閣
官

房
長

官
、

原
子

力
防

災
担

当
大

臣
原

子
力

規
制

委
員

会
委

員
長

他
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※施設敷地緊急事態要避難者︓避難の実施に通常以上の時間がかかる要配慮者など施設敷

地緊急事態において早期の避難実施が必要な者

OIL４超過の場合

警 戒 事 態EAL（ AL ）

UPZ外(30km〜)

※PAZは、EAL(GE)
の段階で全住⺠の避
難実施

OIL１

500μSv/h 数時間内を⽬途に区域特定

⼀時移転
(1週間程度内)

20μSv/h １⽇内を⽬途に区域特定

OIL4避 難

簡易除染 等

飲 ⾷ 物 に 係 る ス ク リ ー ニ ン グ ・ 摂 取 制 限

事
態
の
進
展

発電所からの距離

緊急時における防護措置の概要
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0.5μSv/h 数⽇内を⽬途に測定すべき区域特定

施 設 敷 地 緊 急 事 態 （ 原 災 法 第 1 0 条 ）

例）⼤地震
（泊村で震度６弱以上）

EAL（ SE ）
例）全交流電源喪失

UPZ (5km〜30km)PAZ (〜5km)

例）冷却機能喪失

全 ⾯ 緊 急 事 態 （ 原 災 法 第 1 5 条 ）EAL（ GE ）

施 設 内 の
事故等発⽣

住⺠の避難実施 住⺠の屋内退避注意喚起

安定ヨウ素剤の予防服⽤ 住⺠の屋内退避実施

プラントの状況悪化に応じて段階的に実施

施設の状態をＥＡＬと⽐較・照合
国は、ＥＡＬに応じ、必要な住⺠防護措置の準備・実施を指⽰

ＥＡＬ（Emergency Action Level）

発電所のプラント状態等に基づく緊急事態判断基準
緊急事態の初期対応段階を３つに区分
各区分に応じた防護措置を実施

※(AL)＝Alert (SE)＝Site area Emergency

(GE)＝General Emergency

放射線量率等の実測値に基づく防護措置実施基準
空間放射線量率等の実測値を実施基準に照らし、区
域を特定して防護措置を実施

ＯＩＬ（Operational Intervention Level）

避 難………………
⼀ 時 移 転………

避難退域時検査…

空間放射線量率が⾼い⼜は⾼くなるおそれのある地点から速やかに離れるため緊急で実施

緊急の避難が必要な場合と⽐較して空間放射線量率は低い地域であるが、⼀定期間
（１週間程度）のうちに当該地域から離れるため実施

避難等される⽅の放射性物質の付着状況を検査し、避難所等への移動に問題がないことを
確認するため実施

緊急時モニタリング結果をOILと⽐較・照合
国は、OILに応じ、区域を特定して必要な住⺠防護措置の準備・実施を指⽰
（UPZ外を含む）

⽤

語

解

説

OIL2

OIL6等

施 設 敷 地 緊 急 事 態
要避難者※の避難準備

施 設 敷 地 緊 急 事 態
要避難者の避難準備

住 ⺠ の 避 難 準 備

住 ⺠ の 避 難 実 施

安定ヨウ素剤の予防服⽤

住⺠の屋内退避準備

住⺠の屋内退避実施

施設外への
放射性物質
放 出

避難退域時検査



                                            



            


